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開議 午前８時５５分 

    ◎開議の宣告 

〇委員長（中村雅義君） ただいまの出席委員数は９名であります。定足数に達しており

ますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。 

 

    ◎議案第１５号～議案第２１号 

〇委員長（中村雅義君） 昨日に引き続き議案第１５号 令和３年度幌加内町一般会計予

算の説明と質疑を行います。 

 住民課所管の２款総務費、３款民生費、４款衛生費、８款土木費を一括して審査を行い

ます。 

 説明をお願いします。 

 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） おはようございます。それでは、住民課所管分の説明を行い

ます。 

 ２款から始まりますので、８１ページをお開きください。８１ページ、２款１項５目財

産管理費になります。予算額２，７２２万７，０００円、このうち住民課分につきまして

は１３４万２，０００円となります。対前年比１万９，０００円の増となってございます。

この目につきましては、交通安全車及び町有賃貸住宅の維持管理に係る経費が入ってござ

います。その他特に説明はございません。 

 次、２款１項９目に参りますので、８５ページ、８６ページお開きください。８５ペー

ジに参ります。９目地域振興費、予算額３，４６６万３，０００円、このうち住民課分に

つきましては１，４６４万５，０００円となります。対前年比２３万９，０００円の増と

なってございます。上のほうから参りまして、１０節、１１節及び１２節の除雪業務委託

料、ここまでにつきましては朱鞠内及び添牛内のコミュニティ公園に係る経費となってご

ざいます。１２節委託料の２行目、テレビ中継局保守点検業務委託料、江丹別峠にありま

すテレビ中継局の委託料となってございます。また、これに関わります電気料としまして、

１０節に戻りまして電気料の中にテレビ中継局分が２７万６，０００円ほど入ってござい

ます。委託料に戻りまして、３行目、バス停留所維持管理業務委託料、これにつきまして

は政和の待合所の分としまして自治区に交付してございます。１２節の下２つ、コミュニ

ティ公園管理業務委託料４３万２，０００円及びその次のコミュニティ公園浄化槽点検清

掃業務委託料、これにつきましては朱鞠内及び添牛内のコミュニティ公園となってござい

ます。１３節、下のほうになります。路線バス回数券２５０万円でございますが、路線バ

ス促進事業に関わる助成要綱を令和５年までの助成期間としてございます。６５歳以上及

び幌加内高校の生徒を対象としているところでございまして、２，５００冊分を予算計上

してございます。下から２つ目になります。バス停留所維持助成金９０万円でございます。

１１か所、９自治区へ助成してございます。１８節、一番最後になります。路線バス定期
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券購入助成金１１１万円でございます。これにつきましては、同じく路線バス利用促進に

関わる助成要綱、これに基づいての助成となってございます。予算措置としましては、高

校生の通学分としまして深川方面へ１７名、名寄方面へ３名、予算計上としてございます。

すみません。戻っていただきまして、１８節の２行目、冬期生活除雪支援事業補助金７０

０万円でございます。これにつきましては、個人の上限額４０万円、これを１４件、委託

の上限額７０万円、これを２件見込んで計１６件で予算計上してございます。令和２年ま

での補助期間でございましたが、さらに令和３年度、４年度、２年間延長して助成を行う

こととしているところでございます。この目については以上でございます。 

 次のページ、８７ページ、８８ページお開きください。１２目、一番下になります。交

通安全対策費、予算額２２１万７，０００円、対前年比１６２万円の減でございます。減

額の主な要因につきましては、令和２年度に整備しております霧立峠での交通安全対策機

器の設置、感知式の回転灯とサイレン、これが１７０万１，０００円でございました。こ

れの減によるものでございます。このページは以上でございます。 

 次のページお願いいたします。８９ページ、９０ページになりますが、このページにつ

きましては１８節の上から５行目になります。幌加内町高齢者安全運転サポート補助金１

０万円でございます。これにつきましては、新規事業となってございます。町長の施政方

針で述べましたとおりでございますが、現在国において執行中のサポカー補助金、これに

引き続きまして後づけペダルの踏み間違い緊急発進抑制装置、この装備に対しまして町単

独で補助を行うものでございます。補助額は装置設置の２分の１、上限２万円としまして、

５件分を予算計上するものでございます。下から２つ目、チャイルドシート等購入費助成

金６万円でございます。これにつきましては、乳幼児の交通安全対策と子育て支援対策と

しての助成でございますが、本年度につきましても上限額２万円、これの３件分を予算計

上したところでございます。この目については以上でございます。 

 次に、２款２項１目に参りますので、９１ページ、９２ページ、お開きください。２項

１目税務総務費、予算額１８５万円、対前年比４万４，０００円の増でございます。この

目については特に説明ございません。 

 次に、３項１目戸籍住民登録費、予算額９５万４，０００円、対前年比５５万４，００

０円の増となってございます。１０節需用費、消耗品２５万４，０００円でございますが、

印鑑登録証、これが在庫がなくなってきておりますので、３００枚の作成ということで１

１万円の増となってございます。次のページお願いいたします。１８節の下のほうになり

ます。個人番号通知等関連事務委任交付金５２万３，０００円でございます。国の通知に

よるものでございまして、ここで４０万１，０００円の増となってございます。 

 以上で２款、終了いたします。 

 次に、３款に参ります。１０１ページ、１０２ページお願いします。３款１項１目社会

福祉総務費、予算額７，９９２万９，０００円、このうち住民課分としましては３５４万

５，０００円、対前年比１０４万３，０００円の増でございます。１８節の真ん中辺りに
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防犯灯設置費補助金１５１万８，０００円がございます。これは、自治区要望の取りまと

めによるものでございまして、ここで１０３万６，０００円の増となってございます。こ

のページは以上です。次のページをお願いいたします。２７節繰出金、国民健康保険特別

会計繰出金１，３８４万９，０００円、８７万９，０００円の減でございます。内訳とし

ましては、事務費６８２万４，０００円、保険基盤安定軽減分３００万９，０００円、保

険基盤安定の支援分ですね、これが２０６万１，０００円、財政安定化支援事業３９万６，

０００円、出産育児一時金２８万円、短期人間ドック補助金９，０００円、単独事業３２

万９，０００円の内訳となってございます。この目の説明は以上でございます。 

 次に、１０７ページ、１０８ページをお願いします。３款１項４目国民年金費、予算額

１万５，０００円、前年同額であります。この目については特に説明ございません。 

 ５目医療給付費、予算額７３３万８，０００円、対前年比１２０万円の減でございます。

１９節扶助費になりますが、重度心身障害者医療費３６５万９，０００円でありますが、

平成３０年度、令和元年度の実績及び令和２年度の実績見込みを基に予算計上してござい

ます。対前年比３７万３，０００円の減となってございます。次のひとり親家庭等医療費

３０万円につきましては、入院費を含めた見込額を予算計上しておりまして、前年同額で

あります。その次の乳幼児等医療費３１２万４，０００円につきましても、平成３０年度、

令和元年度の実績及び令和２年度の実績見込みを基に予算計上しており、対前年比７９万

６，０００円の減となってございます。未熟児養育医療費１０万円につきましては、前年

同額でございます。 

 ６目後期高齢者医療費、予算額３，７８１万８，０００円、対前年比２０３万７，００

０円の減であります。１８節、療養給付費負担金２，５９２万２，０００円でありますが、

対前年比２０２万７，０００円の減となっております。これにつきましては、後期高齢者

への給付見込額の１２分の１を一般会計で負担するものでございまして、広域連合からの

通知された額を予算計上してございます。続きまして、２７節繰出金、後期高齢者医療特

別会計繰出金１，１８９万６，０００円でありますが、対前年比１万円の減となってござ

います。内訳としましては、事務費２２万１，０００円、健診事業分３８万１，０００円、

後期高齢者医療広域連合事務費分としまして１７０万円、保険基盤安定分９５９万４，０

００円となってございます。 

 以上で３款の説明を終わります。 

 続いて、４款に入ります。１１７ページ、１１８ページをお願いします。４款１項４目

になります。診療所費、予算額１億８１６万２，０００円、このうち住民課分が８２万７，

０００円となってございます。対前年比２万５，０００円の減でございます。この目につ

きましては、患者輸送車、いわゆる住民バスですね、これの維持経費を計上しているとこ

ろでございます。説明については特にございませんが、１０節需用費、１１節役務費に予

算が入ってございます。 

 次の目に入りますので、次のページお願いいたします。１１９ページ、１２０ページに
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なります。５目環境衛生費、予算額１，２１３万２，０００円、対前年比４７４万３，０

００円の増であります。このページにつきましては特に説明ありません。 

 次のページをお願いいたします。１２１ページ、１２２ページになりますが、１７節備

品購入費の特殊自動車購入費５７３万２，０００円でございます。これにつきましては、

町長の施政方針でも申し上げましたとおり、霊柩車の更新に係るものであります。現在町

所有の霊柩車につきましては、平成１０年に購入、走行距離は２万２，５００キロ程度で

ございます。購入から２２年を経過したところで、老朽化については進んでいるというふ

うになっておりまして、あと現在のひつぎの種類、大きさによっては現在の霊柩車には搬

入庫に収められない事象も発生しているというところでございます。このたびワンボック

スのワゴン車にひつぎ専用の架台を設置しまして、プラス親族数名も乗車が可能な車両の

整備として予算を計上したところでございます。次、１８節、これの２行目になります。

不良空き建築物等撤去促進事業補助金１５０万円であります。令和２年度をもって終了の

予定でございましたが、冬期生活除雪支援事業と同様に２年間の延長を図るとしたもので

ございます。同じ補助内容でございまして、３件分の予算を計上したところでございます。

この目は以上です。 

 続きまして、２項１目塵芥処理費でございます。予算額２億８，６１３万６，０００円、

対前年比２億２，０１５万４，０００円の減でございます。令和２年度の当初予算におき

まして、この目につきましては会計年度任用職員の報酬及び期末手当等を計上しておりま

したが、令和３年度におきましては１４款職員給与費に移行しているところでございます。

続きまして、１２節委託料に参ります。一番下の行になります。最終処分場設置届出等作

成業務委託料でございます。これにつきましては、１４節工事請負費の工事に係る施工管

理業務も含まれているものでございます。この委託料１，２３３万６，０００円と、次の

ページお願いいたします。１２４ページになりますが、工事請負費の３つになります。最

終処分場浸出水処理施設機械設備工事５，２３１万２，０００円、最終処分場埋立地造成

工事１億１，７５２万７，０００円、最後の最終処分場浸出水処理施設建築工事８，３７

７万４，０００円、これらにつきましては令和２年度に入札、契約を終了しておりまして、

継続費となってございます。令和３年度分の予算計上でありまして、最終年度となるもの

でございます。続きまして、１８節ゴミ集積所設置費助成金となってございます。これに

つきましては、自治区要望取りまとめによるものでございまして、このたび２件分を予算

計上しているものでございます。この目の説明は以上となります。 

 その下、２目し尿処理費、予算額８６３万３，０００円、対前年比４１５万９，０００

円の減でございます。説明については特にございません。 

 次に、８款に参ります。１４９ページ、１５０ページをお願いします。８款４項１目住

宅管理費、予算額２，４１８万１，０００円、このうち住民課分が２，０２４万３，００

０円となります。対前年比６８８万４，０００円の増でございます。１０節需用費、これ

の一番下、特別修繕料４０６万８，０００円でございますが、これにつきましてはアカゲ
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ラとカタクリの蓄熱式暖房機、これの老朽化に伴いまして５台を新しく取り替えるもので、

１４９万４，０００円となってございます。それと、あと特別修繕費としましてみずほ団

地及びみゆき団地合わせて７棟１４戸、これの屋根塗装２５７万４，０００円を予算計上

したところでございます。１１節、１２節の５行目までは特にございません。１２節、一

番下になりますけれども、住生活基本計画策定業務委託料１６５万円。次のページお願い

します。一番上になります。公営住宅長寿命化計画策定業務委託料２３２万１，０００円、

この２つについてですが、両計画ともに平成２４年度から令和３年度までの１０年間の計

画となってございます。期間が切れることから次期計画を策定し、本町における今後の住

宅環境の整備方針及び町有住宅の団地整備の方針を図るものでございます。なお、計画策

定に係る経費の財源としましては国の社会資本整備総合交付金、歳入の１３款になります

が、これとしまして歳出の４５％を予算計上しているところでございます。この目の説明

は以上となります。 

 続きまして、２目住宅建設費、予算額５，０３５万円、対前年比１，７６９万９，００

０円の増でございます。１２節委託料、外壁アスベスト含有調査業務委託料８３万６，０

００円でございます。公営住宅の解体を予定しております緑ヶ丘団地、これの１棟２戸に

つきましてアスベストの含有調査を行うもので、解体に係る経費の２分の１を財源として

いる国の交付金の活用に必要となる調査でございます。次の１４節工事請負費、町有住宅

建設工事４，９５０万円でございます。朱鞠内地区に４戸の町有住宅をプロポーザル方式

で整備を図るものでございまして、町長の施政方針でも述べたところでございますが、山

村留学による世帯の増加や朱鞠内地区における住宅事情に対応するものでございます。以

上で８款の説明を終わります。 

 これにて住民課、歳出の説明を終わらせていただきます。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。事項別明

細書８１ページから質疑を受けます。８１ページ、８２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛びまして、８５ページ、８６ページについて質疑あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８７ページ、８８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８９ページ、９０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９１ページ、９２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９３ページ、９４ページについて質疑ありませんか。 



 - 26 - 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、３款民生費、１０１ページから質疑を受けます。１０１

ページ、１０２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０３ページ、１０４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛びまして、１０７ページ、１０８ページについて質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、４款衛生費、１１７ページから質疑を受けます。１１７

ページ、１１８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１９ページ、１２０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２１ページ、１２２ページについて質疑ありませんか。 

 １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 最終処分場の関係なのですけれども、一番下に埋立地残容量測定

業務委託料と載っておりますけれども、新しい埋立地については多分来年度中に完成する

のだろうと思いますが、古いほうの埋立地はあとどのぐらい使える可能性はあるのでしょ

うか。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） １２節、下から２つ目かと思います。この測定業務委託料に

つきましては、現在使っている埋立地の測定ということで、法に定めて毎年報告しなけれ

ばならないということになってございます。質問にありましたとおり、現在建築している

のは令和３年度終了ということなのですけれども、あと二、三年は大丈夫というふうに見

ております。しかしながら、今建設中のものがあと二、三年待ってからの稼働が可能なの

かどうなのかというのは、補助金の関係もありますので、今後道と協議が必要ということ

になってございます。我々としては、経費の面から考えますと、全部埋め終わってから次

に入りたいというふうには考えているのですけれども、あと二、三年はもつだろうという

ふうに考えてはいるところであります。その辺の両方の稼働については効率よくやってい

きたいと思ってはいるのですけれども、その辺は補助の関係等で今後、特に令和３年度に

なってその辺は協議していかなければいけないというふうに考えております。お答えとし

ては、あと二、三年程度というふうに考えています。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１２１ページ、１２２ページについて質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（中村雅義君） １２３ページ、１２４ページについて質疑ありませんか。 

 １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） あと二、三年はもつかもしれないということなのですが、それで

今の工事でもやっておりますけれども、浸出水、汚水処理の関係なのですけれども、これ

までのあれでは大体年間五百数十万円かけて管理業務を委託しておりました。それで、新

しいものを使うようになれば、この観点がどうなっていくのでしょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） ただいまの質問ですけれども、現在の処分埋立地ですね、こ

の水の検査というのは供用が終了しても、ちょっと記憶が怪しいのですけれども、１０年

だか１５年は継続して調べていかなければいけないというのがありますので、この今の五

百数十万円がそのままかかるとは考えていないのですけれども、そういう分で調査して汚

水が大丈夫かどうかという経費というのは供用が終わった後年度も必要となってはきます。 

〇委員長（中村雅義君） １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 新しい処理場との関係なのですけれども、勝手な想像ですが、新

しいほうの汚水処理の関係についても恐らく同じ業者が持つことになるかなと思うのです

が、それで古いほうのやつはまだしばらくは管理はしなければならないということなので

すが、新しいほうの関係でいうとまだやっぱり同じ程度の処理業務委託料というのはかか

っていくことになるのでしょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） その辺は、業者等の見積り等見てみないと分からないという

のが実際のところなのですけれども、単純に考えますと、１か所５００万円だとしたら、

もう一か所５００万円というふうには考えられると思いますが、現在の処分場の委託契約

というのは実際のところは農業集落排水施設、あそこの委託業務と抱き合わせにして経費

削減を図っているところでございます。ですので、５００万円が２つだから１，０００万

円というふうには、我々もしたくないので、そういうように抱き合わせなりといういろん

な経費削減方法を考えながらいかなければいけないというところもありますし、先ほど述

べましたとおり両方並行して稼働させるとどうしても負担が大きくなるので、その期間も

なくすですとか短くしていかなければならないというところを令和３年度に考えていかな

ければいけないなというふうに考えています。 

〇委員長（中村雅義君） １２３ページ、１２４ページについて質疑ありませんか。 

 ４番、藤井委員。 

〇４番（藤井 祐君） 処分場完成後なのですけれども、再度確認したいのですけれども、

ゴミの分別について何か変わることとかあるのですかという確認なのですけれども。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） 特に処分場建設に関しまして処分の分別等を変える必要とい

うのはございません。現在のところ今やっている町の処分の分別というのを変える必要性
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はないというふうに考えておりますので、今後とも適正に分別していただいて処分をして

いきたいというふうに考えております。 

〇委員長（中村雅義君） そのほか１２３ページ、１２４ページについて質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、８款土木費、１４９ページから質疑を受けます。１４９

ページ、１５０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５１ページ、１５２ページについて質疑ありませんか。 

 ９番、小川委員。 

〇９番（小川雅昭君） 少し教えていただきたいのですが、２目の１４節工事請負費、町

有住宅建設工事、朱鞠内にプロポーザル形式で建てられるということなのですが、町の民

間賃貸住宅建設事業との相違点はどういうことなのか。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） ただいまの質問でございますけれども、今年度、令和２年度

におきましては朱鞠内地区に民間賃貸住宅を建設したと。主な目的としましては、教員住

宅に代わるものということが一番の目的だったかというふうに存じております。これに関

しては、教員に対してまず入っていただきたいということを優先とするということかとい

うふうに思っているところでございますけれども、今回町有住宅、俗に公営住宅と言うこ

とが多いかとは思うのですけれども、これにした理由につきましては、今回アオサギ団地

から教員２名が賃貸住宅のほうに移られるというふうに教育委員会からのお話は受けてご

ざいます。アオサギ住宅が空いたりはするのですけれども、一方で現地、地元の朱鞠内地

区におきますＮＰＯ法人等の雇用者の住宅ですね、これが以前から雇用したいのだけれど

も、住宅がないような話を再三受けてございます。一方のＮＰＯではシェアハウスなりも

用意したところでありますけれども、そのように一方では地元の雇用に対する住宅が不足

しているというようなことがございます。 

 また、令和３年度におきましては、ちょうど教育委員会のほうの説明であったとは思う

のですけれども、現在の教員住宅１棟２戸ですね、これを改修して山村留学の留学してく

る世帯を充てたいと。令和３年度の当初から募集を始めて、早ければ２学期、８月末か９

月になるかと思うのですが、ここに２世帯入れたいということでございます。山村留学の

見込みといいますか、計画では、令和４年度にもう二世帯を図りたい。３年度、４年度で

４世帯ですね。２世帯については今年の教員住宅改修後にそこに入れる。４年度にもう二

世帯増える、この住宅をどういうふうに用意するかというのが課題としてあるわけです。

一方で、先ほど言いました地元雇用の分もあるということで、今回アオサギ団地が例えば

空いた分については、地元雇用を優先して入れなければいけないのではないかというふう

に考えてございます。それで、山村留学の話が来まして、山村留学につきましては令和４
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年度に２世帯増えたといたします。学年にもよるのですけれども、プラス教員が増えると

いうことも考えられます。教員もプラス２名ないし３名ということが考えられるというこ

とで、このようなことを考えていきますと、賃貸住宅よりも、このような施策で人間が増

減するといいますか、募集しても必ずしも来るとは限りませんので、その辺が施策を誘導

する意味では町の所有の住宅のほうがいろいろやりやすいというようなこともありまして、

今回民間賃貸住宅はどうしても空きがあると気になってしまいますので、そちらではなく、

公営住宅で対応していきたいというふうに考えるところです。それでももし空き住宅が出

るようであった場合については、現在住まわれているみゆき団地等の方々にも声をかけて、

高齢になっている方々もいますので、そのような方の移動等も含めて対応していきたいと

いうことで、施策絡みの理由が多いのですけれども、そのような感じで民間賃貸住宅では

なく町有住宅にしたいというふうに考えたところであります。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） ほかに１５１ページ、１５２ページについて質疑ありますか。 

 ５番、稲見委員。 

〇５番（稲見隆浩君） １２節委託料、外壁アスベスト含有量調査業務委託料についてな

のですけれども、今回緑ヶ丘のアスベスト調査するということで、その解体に対しては来

年度以降という考えでよろしいのでしょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） 解体に関しましては、今令和４年度に解体したいというふう

に考えてございます。これにつきましては、令和３年度に解体するということで、従来使

わなくなったところは順次解体していくということですけれども、今年度に入りまして公

営住宅等、公共施設の取壊しの際は事前にアスベスト調査をしなさいというような国の通

知等がございまして、解体のときに解体費用の半分でしたか、補助金が当たるのですけれ

ども、アスベスト調査をしていないとその補助金が当たらないというようなこともありま

して、致し方なくアスベスト調査をして、その翌年に壊したいということでございます。 

〇委員長（中村雅義君） ほかに１５１ページ、１５２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２款、３款、４款、８款全般について質疑ありませんか。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） プラスチックゴミについてお伺いしたいのですけれども、閣議で

プラスチックゴミを削減という方針が示されました。ほかの町では、プラスチックゴミ分

別しているところも結構あると思うのですけれども、うちの町は今後どのようになるのか、

考えがあればお聞かせ願いたいと思います。 

〇委員長（中村雅義君） 住民課長。 

〇住民課長（山本久稔君） ただいまの件ですけれども、プラスチックゴミにつきまして

は、現在燃えるゴミとして分別いただき、収集後に焼却として処分しているところです。 
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 昨今、国際的な海洋環境においてプラスチックの投棄による環境破壊が問題とされてい

るところですが、国・道からこれらプラスチックゴミ類の分別・処理に関する新たな指導

はありません。今後においても従来のとおり、燃えるゴミとして分別収集、焼却に至る処

理として適切に対処する所存です。 

〇委員長（中村雅義君） そのほか住民課所管の全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで２款、３款、４款、８款の質疑を終わります。 

 以上で住民課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前  ９時３７分 

再開 午前 ９時４６分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これから建設課所管、８款土木費、１１款災害復旧費を一括して審査を行います。 

 説明をお願いします。 

 建設課長。 

〇建設課長（宮田直樹君） 建設課の所管予算についてご説明いたします。 

 歳出、１４５ページ、１４６ページをお開きください。８款１項１目土木総務費、本年

度予算額２５８万８，０００円、前年比１２９万９，０００円の増額であります。大型複

写機の更新及び期成会等の負担金の増が増額の要因となっております。１２節、印刷機保

守点検業務委託料２５万６，０００円及び次の行、印刷機導入業務委託料１０万１，００

０円につきましては、この後１７節備品購入費でも説明いたしますけれども、大型複写機

の更新に係る保守点検業務と導入に係る搬送、設置等の委託料となっております。１７節

備品購入費８０万４，０００円につきましては、現在使用中の大型複写機につきましては

平成２２年に導入し、１０年が経過しており、近年故障が頻発しております。また、修理

部品等も既に生産されていないことなどから、新規に複写機を更新するものであります。

１８節負担金、補助及び交付金、４行目、石狩川治水促進期成会負担金１１万５，０００

円、前年比７万４，０００円の増、次の道治水砂防事業促進同盟負担金８万３，０００円、

前年比５万７，０００円の増、これにつきましてはいずれも事業費割という負担区分が増

加しているものでありまして、国並びに道が幌加内町におきまして事業を前年以上に実施

したことから増額になったものであります。 

 ２項１目道路橋梁維持費、本年度予算額１億９，９５５万６，０００円、前年比３，５

４４万９，０００円の減額であります。減額の主な要因につきましては、会計年度任用職

員の報酬が１４款に移管されたこと、それから建設課車両の車検等の計画修繕が少ないこ

と、さらに除雪センター屋根塗装工事が皆減になったことによるものであります。１０節、
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次のページをお開きください。３行目、特別修繕料１１２万２，０００円につきましては、

昨年度に引き続き町道雨煙内線、町道側溝修理としてＶトラフの一部交換工事及びトラフ

のアンカー止め設置３５か所に係る必要経費を計上しております。１２節委託料、４行目、

町道除雪業務委託料として１億４，２７４万５，０００円、前年比８７万６，０００円の

減額となっております。減額の理由につきましては、業者委託における当初予算の積算に

つきましては過去３か年の実績の平均値を基礎として算出しております。令和２年度予算

につきましては、平成２８年度から３０年の実績平均を、令和３年度の予算につきまして

は平成２９年度から令和元年度までの実績平均を用いて算出しております。本年度算出の

３か年平均実績が昨年の平均実績より下回ったことで稼働が減少するという設計になった

ことからの減額であります。同じく委託料、５行目、道路台帳修正業務委託料８８８万８，

０００円につきましては、現在使用しております道路台帳につきましては昭和５５年に整

備され約４０年が経過し、図面の劣化等が進んでおります。また、昔ながらの墨塗り原図

となっておりまして、修正に伴う技術者の高齢化、それからデジタル化などにより技術者

が不足している現状もございます。今回の道路台帳整備につきましては、これら全般に対

応し得る劣化対策を兼ねたデジタル化の台帳を整備するものであります。現在町道につき

ましては、総延長約３００キロメートル、２７５路線、道路台帳につきましては路線ごと

となっておりまして、縮尺１，０００分の１の図面を約４４０枚ほどで管理しており、現

有の道路台帳につきましては台帳以外での活用はほぼ皆無となっております。しかしなが

ら、デジタル化を図ることにより台帳を面的に接合し、パソコンなどで管理できるように

なり、さらに航空写真や地籍図への道路の形状、幅員、改修履歴などの情報を重ね、さら

に水道や下水道等の位置や各種情報につきましても重ね多様に活用できるものとなります。

今後簡易水道、それから下水道特別会計予算時にも説明いたしますが、今回につきまして

は道路台帳に合わせ水道、下水道台帳を一体的に整備することで予定しております。１３

節使用料及び賃借料、最終行、土地改良積算単価データ使用料５万２，０００円、これに

つきましては従来産業課で計上しておりましたが、単価データ使用料金を建設課へ移管し

たことによる増額であります。１４節工事請負費、スノーポール移設工事１８４万８，０

００円につきましては、除雪対象外町道路線であります東九線から東四線へ２８基を移設

し、除雪作業及び通過車両の安全性を確保するものであります。 

 ２目道路新設改良費、本年度予算額３億２，１５２万８，０００円、前年比１億９４１

万８，０００円の増額であります。増額の主な要因としましては、橋梁長寿命化計画に基

づく２巡目の橋梁点検業務、同じく橋梁の補修工事、それとは別に下幌加内線改良工事、

町道側溝改修工事の実施に伴う増額となっております。１２節委託料、橋梁点検業務委託

料１，８９６万４，０００円につきましては、橋梁点検２巡目として全体９３橋中２７橋

の点検業務委託料としております。次の橋梁補修設計業務委託料９０２万円につきまして

は、はんざわ橋、帝白線橋、２橋の補修設計業務委託料となっております。次のページ、

１４９、１５０ページをお開きください。１４節工事請負費、橋梁補修工事としまして振
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風橋、新富橋、東二線橋、新成生二号橋の４橋に係る工事費５，４８１万３，０００円を

計上しております。２行目、町道三丁目線側溝改修工事、これにつきましては市街地、相

澤地先片側側溝、延長で約５３メートル、５１１万５，０００円。３行目、下幌加内線道

路改良工事として路盤工、舗装工共に７００メートルで１億９，６００万円。町道側溝改

修工事で緑ヶ丘公住東通り線舗装工事及び側溝改修工事として延長１１８メートルで２，

５２３万４，０００円、新成生東４線、宇野地先側溝改修工事、トラフ取替えほかで延長

６０メートル、７６３万４，０００円の合計３，２８６万８，０００円となっております。

２１節、補償費４００万円につきましては、いずれも下幌加内線道路改良工事に係る支障

物件の移転補償費となっております。 

 ３項１目河川改修費、本年度予算額２，１１１万６，０００円、前年比１，５４９万９，

０００円の増額であります。１４節、河川維持補修工事費１，５５０万円が増額の要因で

ありまして、令和３年度につきましては弥運内川の雑木及び砂堆積除去を予定しておりま

す。 

 続きまして、４項１目住宅管理費、本年度予算額２，４１８万１，０００円のうち建設

課所管分につきましては、次のページをお開きください。１５１ページ、１５２ページ、

１８節負担金、補助及び交付金、３行目、住宅リフォーム補助金１５０万円につきまして

は、補助上限額を３０万円とし、５件分の予算を計上しております。同じく４行目、持ち

家建設促進奨励金５５０万円につきましては、昨年１２月の議員協議会にて説明させてい

ただいておりますけれども、さらなる定住促進施策の一環として奨励金額を増額しており、

課税標準額の１００分の２０％以内を上限に一般住宅として基本額で２００万円、プラス

新築加算額として２００万円、特別住宅加算額として北方型住宅で１００万円、長期優良

住宅で５０万円を加算することとし、最高補助額５５０万円の１件分を計上しております。 

 ５項１目簡易水道費、本年度予算額５，１４９万円、前年比６９９万１，０００円の増

額であります。２７節、簡易水道事業特別会計繰出金で同額となっております。詳細につ

きましては、簡易水道事業特別会計の際にご説明いたします。 

 ２目飲料水対策費、本年度予算額９０万円、前年同額であります。１８節負担金、補助

及び交付金、飲料水施設改修補助金の通常分としまして同額の予算を計上しております。 

 ６項１目下水道費、本年度予算額４，７８３万６，０００円、前年比９７８万８，００

０円の増額であります。２７節、下水道事業特別会計繰出金で同額、これにつきましても

詳細は下水道事業特別会計の際にご説明させていただきます。以上で８款の説明を終わら

せていただきます。 

 続いて、１１款災害復旧費、１８３ページ、１８４ページ、これにつきましては災害発

生時のための科目存置でございまして、前年同額の４，０００円を計上しております。 

 以上で一般会計、建設課所管分の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１４５ページから質疑
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を受けます。１４５ページ、１４６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４７ページ、１４８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４９ページ、１５０ページについて質疑ありませんか。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） 河川改修費についてお伺いしたいのですけれども、今年度は弥運

内川というのは町長の施政方針でも出ていましたけれども、昨年度大通１丁目の元川を見

させてもらって、あそこも水害が常につくということで予防はしておるのですけれども、

その計画というのは来年度ぐらいには出てくるのかこないのかお聞かせ願いたいのですけ

れども。 

〇委員長（中村雅義君） 建設課長。 

〇建設課長（宮田直樹君） この河川維持補修工事につきましては、国の緊急浚渫推進事

業という起債を使用し、工事を行う予定としております。これにつきましては、令和３年

から６年までの時限立法の起債となっておりまして、取りあえず昨年までの自治区要望の

中で対象となる河川をリストアップさせていただいております。新年度になりまして早々

に自治区長さんとその区間ですとか詳細を打合せさせていただき、今年度早々に６年度ま

での事業計画を立ててお示ししたいと思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願い

いたします。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１４９ページ、１５０ページについて。 

 １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 同じく河川改修の関係なのですけれども、先ほど弥運内川の改修

を今年行うということで大変期待しております。 

 それで、結構あそこ長いですから、今年度の工事の計画、どこからどこまでやる予定な

のでしょうか。 

〇委員長（中村雅義君） 建設課主幹。 

〇建設課主幹（山田英樹君） お答えいたします。 

 弥運内川の土砂撤去及び伐木につきましては、道道旭川幌加内線の橋梁より上流に約２，

７００メートルまで掘削及び伐木を予定しております。２，７００メートルといいますと

…… 

（「東４線越えて」の声あり） 

〇建設課主幹（山田英樹君） そうですね。東４線越えまして、そこから道路と河川と離

れていく場所があるのですけれども、そのカーブのところまでと考えております。 

（「零号……」の声あり） 

〇建設課主幹（山田英樹君） 弥運内零号越えて約１キロぐらいの通りまでを予定してお

ります。 
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〇委員長（中村雅義君） そのほかに１４９ページ、１５０ページについて質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５１ページ、１５２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、１１款災害復旧費、１８３ページから質疑を受けます。

１８３ページ、１８４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８款、１１款全般について質疑ありませんか。 

 ９番、小川委員。 

〇９番（小川雅昭君） １つ関連することでお聞きをしたいと思います。 

 雨竜川の改修のことについて建設課のほうでも取り組んでいただいておると思うのです

が、現在添牛内の初瀬尾橋までのところを計画を進めていただいておるところなのですが、

先ほども朱鞠内地区に住宅を建設するというようなお話がありましたが、現実的にハザー

ドマップでも示されておるように、建設用地が余りないのです。そういうことで、過去平

成２６年の水害のときもそうだし、去年の１１月２０日の洪水のときも結構危険な状態に

なっておるということで、ハザードマップを無視するわけではないのですが、議会も陳情

に行っておるわけなのですが、築堤を造るに当たって下流から造っていくのがセオリーな

のでしょうが、人命、生命、財産に危害が多く発生するということで、朱鞠内市街地の築

堤を併設してやっていただけるような、そういう陳情をしてはどうかなと思っております。

町長の公約の中でも山村留学というようなことがあります。我々もぜひそれを実現したい

なと思っておりますので、できればそういうことが可能なのかどうかということをお聞か

せいただきたいと。 

〇委員長（中村雅義君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） お答えになるかどうかは分かりませんけれども、今委員のおっし

ゃられたとおり、昨年の洪水は本当に融雪と一緒に降雨が相まって、添牛内地区では雨竜

川の河川が計画高水位に迫ったということで、本当に堤防の越水はもとより、堤防の決壊

等も心配をしたところでございます。そういった中、私どもは今調査をしております雨竜

ダムの嵩上げ、これが実現できれば我々上流地域にとって一番恩恵があるということで、

一刻も早くその点をお願いしたいということでありました。 

 昨年の洪水の内容を踏まえて、開発局札幌開発建設部の担当官がかなり動いていただき

ました。いわゆる事前放流も含めて、どういった連携が図れるかということで、国、そし

てご案内のとおり雨竜川の上流は道費河川ですから道、それと北海道電力、そして余り大

きな声では言えないのですけれども、雨竜ダムの水については９割が天塩川に流れるとい

うことで、天塩川水位の上昇にも放流が影響されるということで、そちらの河川の理解も

得ないとなかなか放流ができないと。そういった複雑な事情が絡んでいる中、担当課に動
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いていただきました。そういった中で、担当課自身、国自身が知らなかった事情等も少し

見えてきたということで先般説明に来られたわけでございます。そういった中で、我々が

地元地域として住民の皆さんに私説明責任があるので、どういった形で声を上げていけば

いいのかということでご相談を申し上げました。そんな中で、今既存の期成会、各種ある

のですけれども、そこで国、道、そしてあるいは天塩川のほうも同じような期成会を持っ

ています。期成会、それと北海道電力、そういったものに対して、いわゆる今の気象予報

はかなり発達しておりますので、事前に放流、これを迅速かつ的確にやっていただきたい

といった、そういう文言を追加して今後活動をしていくということで一回話合いを終えて

います。 

 その後、やはり私どもの声を上げるということで、１つの町村だけでなくて、今言った

多数の期成会、町村が集まって、そういった声を上げればかなり効き目があるのでないか

というふうなアドバイスをいただいております。そういったことも含めて、地元の声とし

てこれから一生懸命声を上げてまいりたいというふうに思っております。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） このほかに８款、１１款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで８款、１１款に関する質疑を終わります。 

 以上で建設課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時１１分 

再開 午前１０時２４分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これから産業課所管、２款総務費、５款労働費、６款農林水産業費、７款商工費の審査

を一括して行いますが、６款農林水産業費については農業委員会所管の予算も含まれてい

ることから、農業委員会所管予算も併せて審査いたしたいと思います。 

 それでは、説明をお願いします。 

 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） それでは、ご説明申し上げます。 

 予算書の歳出、８３ページ、８４ページをお願いいたします。２款１項８目町有林造成

費、本年度予算額３，３９１万５，０００円、前年度１，７８０万円、１，６１１万５，

０００円の増でございます。次のページをお願いいたします。１２節、森林整備事業委託

料２，０９３万８，０００円ですが、３年度から整備いたしますほろたちスキー場周辺の

皆伐９．６６ヘクタール、それから継続となりますが、政和６線、旧高校の下刈り、野ネ

ズミ対策に対する予算でございます。１８節、道営林業生産基盤整備道開設事業負担金１，
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２００万円でございますが、これもほろたちスキー場周辺の整備道を実施するもので、工

事６００メーター、測量１，３００メーターとなっております。町負担２５％となるもの

でございます。そのほか特にございません。 

 続きまして、８９ページ、９０ページをお願いいたします。１３目地方創生事業費でご

ざいます。地域振興室からも説明があったかと思いますが、産業課関係につきましては地

域おこし協力隊分として既存の観光協会職員１名、それから新たに募集いたしますソバを

原料とする蒸留酒の製作を目指して１名、それから幌加内振興公社への２名ということで、

４名分の経費として１節の報酬から、次のページにかかりますけれども、１８節負担金、

補助及び交付金まで合算いたしまして８２４万３，０００円の予算を計上しているところ

でございます。そのほか特にございません。 

 続きまして、９７ページ、９８ページをお願いいたします。２款７項２目経済対策費、

本年度５９万４，０００円、前年度ゼロ、５９万４，０００円の皆増でございます。１８

節の新型コロナウイルス感染症経済対策補助金５９万４，０００円でございますけれども、

これに関しましては緊急資金の借入れ者６件の利子補給分２９万３，５３８円と新規に借

入れを行った方が出た場合の保証協会保証料３０万円を計上しているところでございます。

そのほか特に申し上げることはございません。 

 少し飛んでいただきまして、１２５ページ、１２６ページをお願いいたします。５款１

項１目労働費、本年度６９万２，０００円、前年度１８万６，０００円、５０万６，００

０円の増でございます。１８節で、これも地域振興室からお話あったかと思いますが、幌

加内町ふるさとワーキングホリデー補助金５０万円を計上してございます。ふるさとワー

キングホリデーにつきましては、北海道内に居住する方が道内に一定期間滞在し、収入を

得ながら地域住民と交流等を通じて町内での暮らしを体験するものであり、町内に事業所

を有する受入れ事業者として町が認めた企業が受入れを行うシステムでございます。対象

経費につきましては、交通費相当分として１５日以上３１日以下の場合は上限１０万円、

宿泊費につきましては１泊５，０００円として参加者に支払うようになります。雇用保険、

労災保険、任意保険は受入れ企業に支払う仕組みになってございます。事業に関しまして

は、現在想定しているのは町が指定管理をしている施設での受入れを対象と考えてござい

ます。３年度につきましては、手挙げをいたしましたシュマリナイ湖ワールドセンターに

２名分として交通費上限１０万円の２名分２０万円、宿泊費１泊５，０００円で３０日分

の１５万円の２人分で３０万円、計５０万円を計上し、希望者を募り募集者があった場合

には各種保険等の条件を詰め、不足が生じた場合補正予算を計上することといたしており

ます。関係人口の増加、また先行自治体ではワーキングホリデー体験後、実際にその自治

体に就職したケースもあると伺っておりますので、積極的に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 次のページをお願いいたします。６款１項１目農業委員会費、本年度６９７万９，００

０円、前年度７３８万７，０００円、４０万８，０００円の減でございます。この目につ
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きましては、特に申し上げることはございません。 

 続きまして、２目農業総務費、本年度７２万２，０００円、前年度１２６万２，０００

円、５４万円の減でございます。この減の理由につきましては、会計年度任用職員の人件

費が１４款に移行したことによる減でございます。そのほか１２９、１３０ページにかけ

てでございますけれども、例年どおりの事業予算ですので、特に申し上げることはござい

ません。 

 続きまして、３目農業振興費、本年度１億９，９３３万円、前年度２億７，３７８万９，

０００円、７，４４５万９，０００円の減でございます。予算の減の大きな理由は、昨年

度色彩選別機増設事業補助金として７，６１１万１，０００円を計上したものが皆減にな

っているところでございます。この目では、１８節、上から４段目、中山間地域等直接払

補助金、その３つ下になります環境保全型農業直接支払補助金、その下、多面的機能支払

補助金は、令和２年度から令和６年度の５期対策期間中でございますので、面積の変動等

により金額が増減しているということでございます。また、中ほどに農業振興奨励補助金

３，０００万円がございます。今回農協、それから土地改良区と話合いをした中で、事業

といたしまして営農対策推進事業において水張り面積を保持する上でも新たにケイ酸促進

対策事業を設け、ケイ酸剤散布により病害虫への抵抗性の向上などの効果により良食味米

安定生産を目指すこととして、原則主食用米作付面積対象３２０ヘクタールとしてかかっ

た費用の２分の１、または反当たり１，０００円の低い額で交付する方向で農協と詰めて

いる段階でございます。予算額的には３２０万円を見ており、その分全体の中で農業機械

導入事業費を減にするなど全体予算の調整をしているところでございます。そのほか、従

前の全体メニューについては変更をしておりませんので、よろしくお願いいたします。そ

のほか特に申し上げることはございません。 

 ４目農地保有合理化事業費、前年度３万３，０００円、本年度２万１，０００円、１万

２，０００円の増でございます。この目については特にございません。 

 ５目地力維持増進施設運営費、本年度５５７万８，０００円、前年度６３３万３，００

０円、７５万５，０００円の減でございます。１０節の修繕料につきましては５８万２，

０００円ですが、ダンプ、タイヤショベルの車検代となっております。１２節のバーク作

業委託料については、野留部職員１名分で３年度はバーク堆肥が約１６０トン残っており

ます。それ以降何とか売り切りまして、以降は汚泥脱水の堆肥として年間７０から１００

トンということで作成をしていきたいと思っております。作業員につきましても、４年度

に向けて住民課所管の最終処分場との兼務について協議をしてまいりたいと思っておりま

す。汚泥堆肥につきましては、まずは農業技術センターの試験圃場へ試験研究に使用する

予定としているところでございます。次のページにかけてでございますが、特にございま

せん。 

 ６目農業技術センター費、本年度４０６万３，０００円、前年度１，４６９万６，００

０円、１，０６３万３，０００円の減であります。ここでの減の理由も会計年度職員の人
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件費が１４款に移行したことにより大きく減っているところでございます。昨年１０月に

農業関係者、議会議員の方で構成する在り方検討委員会を開催させていただきました。そ

の中で令和３年度の研究事業を協議いただき、施政方針で申し上げましたが、従来の試験

に加え畑における輪作体系が構築できないか、薬用植物のトウキ、シャクヤク、ハトムギ

を試験に加え、ソバの播種間隔を広くしてみるなど、生産者の皆様に少しでも情報提供で

きるように研究に取り組みたいと考えておりますし、次長につきましては米に精通してい

る方でございますので、米農家へのアドバイスなども併せて考えているところでございま

す。年度途中には、各部会の役員と意見交換などをさせていただきながら、より農業技術

センターの在り方について協議をしてまいりたいというふうに考えております。予算の内

容につきましては、それらに係る事業費等の関係予算を計上しておりますので、細かな説

明は省略させていただきます。 

 続きまして、７目農業担い手対策費、本年度４７万７，０００円、前年度と同額で増減

はゼロでございます。この目について特に申し上げることはございませんので、次のペー

ジをお願いいたします。 

 ８目経営所得安定対策費、本年度２８６万１，０００円、前年度３３０万１，０００円、

４４万円の減でございます。この目ですが、交付単価につきましては令和２年度から令和

４年度まで変わらずというふうになってございます。１８節の経営所得安定対策等推進事

業補助金２００万円につきましては、再生協への事務費としてのものでございます。その

ほかは特にございません。 

 続きまして、９目畜産費、本年度３９万６，０００円、前年度５１万２，０００円、１

１万６，０００円の減でございます。この減の主な理由でございますけれども、１２節で

下段の畜産パーク除雪業務委託料、この回数を２回から１回に減らしたことにより減にな

っているところでございます。そのほかは特に申し上げることはございません。 

 １０目農業金融対策費、本年度４０万９，０００円、前年度４１万９，０００円、１万

円の減でございます。１８節、農業振興資金利子補給補助金３４万１，０００円でござい

ますが、対象者２６件プラス新規想定で２件、償還完了１件として予算を計上していると

ころでございます。そのほかは特にございません。 

 １１目農業活性化センター運営費、本年度１，１３５万３，０００円、前年度１，１２

５万４，０００円、９万９，０００円の増でございます。次のページをお願いいたします。

この目では、１０節の特別修繕で１００万４，０００円でございますが、洗浄付便座取付

けを男子トイレ２か所、女子トイレ２か所、多目的トイレ１か所の計５か所実施する予算

を計上してございます。１４節で農業活性化センター屋根塗装工事１９９万１，０００円、

これにつきましては建設当時の平成１０年度以降塗装しておりませんので、修繕計画に基

づきまして実施するものでございます。そのほか特にございません。 

 続きまして、１２目土地改良施設維持管理費、本年度８３２万２，０００円、前年度７

６９万９，０００円、６２万３，０００円の増でございます。増の理由といたしましては、



 - 39 - 

１２節の委託料、５委託事業がございますけれども、人件費等の微増により増となってい

るところでございます。そのほか特に申し上げるところはございません。 

 １３目土地改良事業費、本年度６，２３８万円、前年度７，０８５万７，０００円、８

４７万７，０００円の減でございます。１８節で２段目の道営幌加内中部地区経営体育成

基盤整備事業負担金６２５万円は、用水路６１メートルを整備して事業終了となるところ

でございます。その下、道営幌加内北部地区担い手育成型基盤整備事業４，６０７万円で

ございますが、暗渠排水事業８４．１ヘクタール、そのうち整地工２０．４ヘクタールの

事業の予算を計上しているところでございます。東部地区は２年度で終了いたしまして、

先ほど申しましたとおり中部地区は３年度で終了となります。そのほか特に申し上げるこ

とはございません。 

 次のページをお願いいたします。６款２項１目林業費、本年度１３１万２，０００円、

前年度８２万８，０００円、４８万４，０００円の増でございます。この目では、１２節、

森林経営管理制度森林所有者意向調査委託料で５３万６，０００円ですが、令和２年度意

向調査を実施した際に町に経営管理を委ねる意向を示した森林所有者の所有林の現地調査

を行うものでございます。この部分が増の主な要因となっております。予算計上しており

ますのは、１０件２０か所分でございます。財源につきましては、森林環境譲与税を充て

ることにしてございます。そのほか特にございません。 

 続いて、３項１目水産業振興費、本年度３３４万６，０００円、前年度３７１万４，０

００円、３６万８，０００円の減でございます。この目では、１８節、水産業振興奨励補

助金２３６万９，０００円でございますが、この中にございます加工品製造の部分、従来

１００万円の予算を見ておりましたけれども、５０万円に減額をして計上をしているとこ

ろでございます。年度途中に新たな加工品制度などの事業が発生いたしましたら補正で対

応するということにしておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。そのほ

か特にございません。 

 次のページをお願いいたします。７款１項１目商工振興費、本年度４，２９５万３，０

００円、前年度４，１９７万８，０００円、９７万５，０００円の増でございます。この

目では、１８節の中段、プレミアム付商品券発行補助金１，２００万円、これは従来の町

が行う２０％にコロナ禍で低迷する景気回復のために同事業で１０％の上乗せ事業が継続

になりましたので、３０％のプレミアム事業を実施するもので、額面１万３，０００円を

１万円で４，０００セットを２回に分けて販売する予定でございます。そのほか特に申し

上げることはございません。 

 ２目観光費、本年度１億１，４９２万７，０００円、前年度１億１，７８４万７，００

０円、２９２万円の減でございます。この目では、８節で特別旅費３９万９，０００円、

コロナの状況にもよりますが、幌加内そばの本州での知名度アップのために物産販売が中

心となりますが、引き続き売り込みを継続してまいりたいと考えております。次のページ

をお願いいたします。１２節、上から２段目のそばの里普及拡大事業委託料２２０万円で
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ございますけれども、これにつきましてはそばの里大使上杉周大氏を招聘し、新そば祭り、

ユーチューブでのＰＲ動画撮影など、幌加内そばのＰＲ関係予算でございます。道に申請、

採択となった場合に実施する事業ということになってございます。また、一番下に幌加内

そば販売促進ＥＣサイト管理業務委託料１０７万円でございますが、ネット販売に力を入

れたいということで、少しでも新規顧客の開拓を狙うものでございます。現在各業者でホ

ームページを作成しているところでありますが、情報を一元化し、消費者から幌加内そば

というページを設けますので、そのページに入っていただければＡ社、Ｂ社、Ｃ社の製品

が一度に見れる、そういったページのイメージでございます。注文等の各社の振り分けは、

当初町が運営をすることといたしたいと思っております。それから、１４節で町民保養セ

ンター屋内改修工事５４７万８，０００円でございます。これにつきましては、内風呂内

の改修などです。サウナ室ベンチ部分の改修、大浴場アルミドア、ガラス、床タイル、厨

房横パントリーの床改修を行います。それから、１７節備品購入費の公用車購入１５１万

８，０００円は、観光協会へ無償貸与している三菱デリカの取得の分でございます。その

下、百年記念公園備品購入費９５万８，０００円でございますけれども、老朽化したベン

チ、それから収納スペース確保のための機械収納のテント、また老朽化いたしましたので

買い換えます乗用の芝刈り機を購入する予算を計上しているところでございます。１８節

で上から８段目になりますが、士別・和寒・剣淵・幌加内着地型観光推進協議会負担金７

５万円、この関係につきましては台湾への事業展開を３年度は取りやめ、国内事業だけと

してございますので、前年対比９５万円の減となっているところでございます。その下、

幌加内町観光協会補助金３，１１３万８，０００円でございます。これは、コロナの状況

によりますが、湖水祭りなどイベント等について当初予算では実施する方向で前年同額を

計上しているところでございます。同様に、その下にありますイベント協賛交付金４４５

万円、これにつきましてはこの中に新そば祭り支援の予算が含まれてございますが、これ

も同様に実施する予定での当初予算ということで計上をしているところでございます。そ

のほか特にございません。 

 ３目まどか運営費、本年度２，５９７万５，０００円、前年度２，１５９万３，０００

円、４３８万２，０００円の増でございます。１４節でまどか厨房天井改修工事３０３万

６，０００円、これは経年劣化によりまして汚れが目立つための修繕を行うものでござい

ます。その下の体験実習棟の天井塗装工事１６３万９，０００円ですが、年明け早々休み

の期間に２階宿泊室の洗面台の水道管のつなぎ目が外れました。そこから水が流れ出て、

２階やや全体の各部屋に流出したところでございます。幸い管理者が早く気づきましたの

で、畳等につきましてはすぐに移動して乾かし、水につきましてもスポンジ等で吸うなど

の手作業で対応しまして、２階には大きな被害は至りませんでしたが、隙間を伝わって流

れた水により１階の天井に染みができてしまいましたので、それを修繕する工事でござい

ます。管につきましては、ボイラーを常に回しておりまして、水を落とすこともなく管理

していた状況でございます。経年劣化の漏水ということでございましたので、保険適用が
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ならなかったということでこの工事費を計上しているところでございます。次のページを

お願いいたします。次のページにつきましては特にございません。 

 以上で産業課所管の歳出の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書８３ページから質疑を

受けます。２款総務費、８３ページ、８４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ８５ページ、８６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛びまして、８９ページ、９０ページについて質疑あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９１ページ、９２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ページを飛びまして、９７ページ、９８ページについて質疑あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、５款労働費、１２５ページから質疑を受けます。１２５

ページ、１２６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、６款農林水産業費、１２７ページから質疑を受けます。

１２７ページ、１２８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２９ページ、１３０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３１ページ、１３２ページについて質疑ありませんか。 

 １番、中川委員。 

〇１番（中川秀雄君） 技術センターの関係なのですけれども、町長の施政方針にもあり

ましたが、今年からシャクヤクやトウキ、ハトムギなどの、いわゆる薬用作物の栽培試験

なり研究を行うということでありますけれども、輪作体系の一環としてこういう作物に取

り組むということなのですが、恐らくソバからの転換ということも視野に入っているのか

と思うのですが、そうするとかなりの、かなりというか、一定の規模で栽培、作付がなさ

れないと、そういう位置づけはなかなか難しいのでないかなと思うのですけれども、そう

いうことから見ますと、例えば全く今まで幌加内の中では余り取り組まれていなかった作

物で、例えば需要、販路だとか、先ほど言いましたような栽培技術の面で少しなぜ今これ

なのかなという思いはあるのですけれども、その辺の展望はどのようにお考えなのでしょ

うか。 
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〇委員長（中村雅義君） 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） 今回この作物等を選んだのは、農業技術センターの次長とも

よく話合いをいたしまして、まず幌加内でできそうなものということで、特に冬期シャク

ヤクにつきましては名寄市のほうにセンターがございますので、そちらに実際に技術セン

ターの職員が出向きまして、十分勉強した上で幌加内町でももしかすると……。雪解けの

面で少し名寄との差はあるのですが、それ以外の面で、気候面ですとか、そういう面で余

り相違がないというようなことで幌加内での栽培が可能かどうか、そういったことを試験

するためにこのような作物を選んで、事前に名寄市で。繰り返しになりますが、勉強もし

た上、また気候の条件なども十分照らし合わせた上で、まずこの作物に手がけてみるとい

うような段取りで流れてきております。もしこれがうまくいけば、薬用植物ですので、あ

る程度名寄市さんでも販路というものはあるというようなお話も聞いておりますので、ぜ

ひうまくいくようなことで前向きに考えてこの作業は進めていきたいというふうに思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１３１ページ、１３２ページについて質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３３ページ、１３４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３５ページ、１３６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３７ページ、１３８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １３９ページ、１４０ページについて質疑ありませんか。 

 ５番、稲見委員。 

〇５番（稲見隆浩君） 観光費の７節、講師謝礼についてなのですけれども、アドバイザ

ーの講師謝礼だと思うのですけれども、引き続き中谷さんにアドバイザーを頼んだという

ことで、今回こういうふうに予算に上がっているということは何か目的があって呼ぶこと

があるのかなと思うのですけれども、そういった具体的なことがあればお聞かせください。 

〇委員長（中村雅義君） 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） 当初予算に１４万円を計上させていただいているところでご

ざいますけれども、アドバイザーの中谷さんとまだ具体的なお話ができていないような状

況でございますので、詰めた中で中谷さんに来ていただいてアドバイスを受けられるため

に当初予算に計上しているということでございまして、今稲見委員からありました質問の

中で具体的に何のアドバイスのためとか、そういったところまでまだ決まってはいないと

いう状況でご理解いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１３９ページ、１４０ページについて質疑ありませ
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んか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、７款商工費、１４１ページから質疑を受けます。１４１

ページ、１４２ページについて質疑ありませんか。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） 保養センターの修理費についてお伺いしたいのですけれども、保

養センターに関しまして昨年工事をやったばかりで、なおかつまた必要なのかお聞かせ願

います。 

〇委員長（中村雅義君） 産業課長。 

〇産業課長（中河滋登君） 本来であれば、昨年度の改修の段階で全体的なものを終了さ

せるべきですけれども、当時地方創生の拠点施設整備事業という事業を使いまして整備し

た中で対象とならなかった部分について今回予算を計上して改修をさせていただくという

ことですので、ご理解を賜りたいと思います。 

〇委員長（中村雅義君） ６番、蔵前委員。 

〇６番（蔵前文彦君） そば活性化協議会の助成金についてお伺いします。 

 たしかこれ前年度なかったと思うのですけれども、そば活性化協議会への助成金を交付

するに当たる部分での経緯が分かれば教えていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

〇委員長（中村雅義君） 産業課補佐。 

〇産業課補佐（清原吉典君） 私のほうから回答いたします。 

 活性化協議会につきましては、昨年まで８１万円の予算でございました。今回１９１万

６，０００円ということで主に今まで地域おこし協力隊でいました林さん、こちらを雇用

するということでの人件費分の上乗せで１９１万６，０００円ということになったところ

でございます。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１４１ページ、１４２ページについて質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４３ページ、１４４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２款、５款、６款、７款全般的に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで２款、５款、６款、７款に関する質疑を終わります。 

 これで産業課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 
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休憩 午前１１時０５分 

再開 午前１１時１５分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これより２款総務費、３款民生費、４款衛生費の審査を一括して行いますが、４款衛生

費については診療所所管予算も含まれていることから、診療所予算も併せて審査したいと

思います。 

 それでは、説明をお願いします。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（竹谷浩昌君） ９７ページ、９８ページ、２款７項５目ワクチン接種対

策費の説明をいたします。本年度予算額１，２５８万７，０００円、前年比同額の増とな

っております。この目につきましては、令和３年度実施の新型コロナウイルスワクチン接

種に関わる経費を予算計上しておりまして、まず１節、会計年度職員報酬１４０万２，０

００円についてでありますが、これについてはワクチン接種予約業務に関する受付事務、

それから予防接種システムへの登録事務、接種時の受付業務、問診、介護などの事務に関

わる職員の報酬として計上したものでございます。次に、７節の報償費４０万円について

でありますけれども、予防接種における健康被害が起きた場合に開催することになってお

ります健康被害調査委員会、こちらの委員であります医師４名に支払う報償金２回分を予

算計上しているところでございます。次のページお開きください。１２節の委託料の２段

目になりますけれども、送迎業務委託料１２１万８，０００円でありますが、これについ

ては会場までの足の確保、交通手段の確保ということで町内業者へ送迎業務を委託するた

めの予算であります。次に、委託料の一番下段になりますが、ワクチン接種業務委託料６

３７万６，０００円についてでありますが、幌加内診療所へ支払う２回分のワクチン接種

料金を予算計上しているところであります。この目については以上となります。 

 次のページお願いいたします。３款１項１目社会福祉総務費、このうち保健福祉課関係

分についてご説明いたします。保健福祉課分の本年度予算額６，２５３万５，０００円、

前年比３６８万円の減となっております。１節報酬から１１節役務費まで特に説明はござ

いません。１２節委託料の一番下段、福祉除雪業務委託料５７２万７，０００円でありま

すが、本年度４２世帯分を予算計上したところであります。次に、１８節、上から８段目、

外国人介護福祉人材育成支援協議会負担金２８０万円でありますけれども、協議会の年会

費３０万円と学生に対する奨学金２５０万円、１名分を予算計上したところであります。

その下、６段目、介護人材確保支援事業補助金６５０万９，０００円でありますが、現在

の６名に新規を予定し、１名分を予定して見込んで予算を計上したところであります。こ

の目の説明は以上になります。 

 次のページをお願いいたします。２目老人福祉費、本年度予算額１億７１万３，０００

円、前年比４５６万２，０００円の増となっております。１節報酬から１１節役務費まで
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は特に説明はございません。１２節委託料の６段目、権利擁護センター運営業務委託料１

１８万３，０００円でありますが、これについては士別市、剣淵町、和寒町と本町、１市

３町で士別市の社会福祉協議会へ委託しております士別地域成年後見センターの運営費の

本町の負担額となっているところであります。次に、１４節工事請負費、朱鞠内老人福祉

寮機械設備改修工事５１８万１，０００円でありますけれども、ボイラー、暖房機器等の

の改修工事でありまして、令和２年度実施を予定しておりまして、計上していたところで

ございますけれども、新型コロナウイルス感染症の影響から改修を延期したもので、令和

３年度に再度改修予算を計上したものでございます。次に、１７節備品購入費、老人クラ

ブ備品購入費２７万５，０００円でありますが、朱鞠内コミュニティセンターの耐震改修

工事に合わせて朱鞠内老人クラブの既存のガステーブル、冷蔵庫等を入れ替え、更新する

予算を計上したところであります。次に、１８節、次のページをお願いいたします。負担

金、補助及び交付金の下から２段目、高齢者補聴器購入助成金でありますが、身体障害者

手帳の聴覚障害に該当しない６５歳以上の高齢者で加齢による難聴者に対しての補聴器購

入費の一部を助成するもので、購入費の２分の１～２万円を上限として本年度１０名分を

予算計上したところであります。事業初年度でありますので、１０名分を予算計上しまし

たが、利用者不足が生じた場合には補正予算にて対応したいと考えているところでありま

す。この目の説明は以上であります。 

 次に、３目障害者福祉費、本年度予算額５，３４５万３，０００円、前年比２３１万３，

０００円の増であります。７節報償費、障害者福祉手当５１万円でありますけれども、１

万円の５１名分を予算計上したところであります。 

 次のページをお願いいたします。３目の説明は以上になりまして、下の段になりますが、

７目保健福祉センター管理費の説明をします。本年度予算額３，２４６万２，０００円、

前年比６２万５，０００円の減であります。１０節需用費の一番下段、修繕料の１２３万

４，０００円でありますけれども、居室のクロス張り替え３室分４６万７，３７９円、そ

れから屋上防水部分補修に１５万４，０００円がこの主な内容となっております。次のペ

ージをお開きください。１４節工事請負費、保健福祉総合センター屋根塗装工事２５１万

９，０００円でありますけれども、保健センターの屋根５か所の塗装等の工事の費用を予

算計上したところであります。この目の説明は以上であります。 

 次に、２項１目児童福祉総務費、本年度予算額１，６８５万６，０００円、前年比５０

万円の増であります。このページの説明は特にございませんので、次のページをお願いい

たします。１７節備品購入費９万５，０００円でありますが、これについては朱鞠内みゆ

き保育所の事務用の書類保管キャビネット、これの購入費でございます。次に、１８節の

２段目、保育人材確保支援事業補助金４２４万円でありますけれども、既存の保育士、正

職員８名、非正職員３名、新規の正規職員１名、非正規職員１名分を見込んで予算計上し

ております。これについては、幌加内、朱鞠内のそれぞれの保育所を合わせてでございま

す。次の副食費無料化事業補助金９７万２，０００円でありますけれども、これについて
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は国が実施した保育料無償化によりまして３歳児以上の副食費について保護者負担となっ

たところでありますけれども、本町は従来どおり取り組んでいる保育料の無償化事業と同

様に副食費について無料とし、その副食費分を保育運営事業所に対し補助するものであり

まして、本年度は３歳児の１８名分を予算計上しているところであります。 

 次に、２目児童扶助費、本年度予算額５，１８６万１，０００円、前年比８４８万３，

０００円の減となっております。１９節、保育所運営費４，０４３万４，０００円であり

ますが、本年度２７名分を見込んで予算を計上したところであります。 

 次の３項１目災害救助費につきましては、科目存置でありますので、説明は特にござい

ません。 

 以上で３款の説明を終わりまして、次に４款衛生費の説明に入ります。次のページをお

開きください。４款１項１目保健衛生総務費、本年度予算額３８２万２，０００円、前年

比９万４，０００円の増であります。１７節備品購入費１０万円でありますけれども、こ

れについては乳幼児用の体重計、これの機械体重計の更新ということで、本年度新たに購

入をさせていただいて、更新するものであります。次に、１８節の負担金、補助及び交付

金の下から３段目になりますが、不妊治療費助成金８５万円でありますけれども、不妊に

悩むご夫婦の負担する人工授精等の一般不妊治療と体外受精などの特定不妊治療の治療費

の一部の助成をするもので、一般不妊では１年間に５万円を限度とし助成、特定不妊では

１回の治療につき１５万円までということで助成することにしておりまして、それぞれ２

名分を見込み予算を計上しているところであります。次の不育治療費助成金１０万円であ

りますが、これについては不育に悩むご夫婦の治療に要する経費を負担することとしてお

りまして、上限１０万円、１回分を見込み予算を計上しているところであります。この目

の説明は以上であります。 

 次のページをお願いいたします。２目予防費、本年度予算額６０９万８，０００円、前

年比１４万８，０００円の増となっております。１８節負担金、補助及び交付金の上から

３段目、インフルエンザ予防接種助成金２４９万円でありますが、これについては過去の

実績を基に延べ７３５人分を予算計上したところでございます。その他例年どおりの予防

事業でありますので、特に説明はございません。 

 次に、３目健康推進費、本年度予算額２７７万円、前年比２３万２，０００円の減とな

っております。１８節の人間ドック受診助成金５０万円でありますけれども、３５歳以上

の２５名分を本年度予算計上したところです。その他は特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。４目診療所費、この目については診療所以外の予算も

含まれておりますので、幌加内診療所ほかの関係予算についてご説明をさせていただきま

す。診療所関係の予算については、本年度予算額１億７３３万５，０００円、前年比１，

８３３万円の減と大きく減となっております。これについては、会計年度任用職員の報酬

等が給与費のほうへ移動したことによる減が主な要因となっております。１０節需用費の

下から２段目、修繕料のうち診療所関係予算は１１３万９，０００円でありまして、各診
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療所の一般修繕料のほか、幌加内診療所の熱回収外調機の空調機でございますが、ろ材に

不純物が付着することで５年に１回の交換の時期ということで１９万８，０００円計上し

たところでございます。次に、１２節委託料の上から５段目、管理業務委託料のうち歯科

診療所委託料、診療報酬分として９１０万円予算計上しております。前年比８０万円の減

となっているところであります。次に、１３節、次のページをお開きください。１３節の

下から３段目になりますが、借家料１００万８，０００円でありますが、これについては

研修医、それから大山ドクターが幌加内診療所勤務の際に使用するための借り上げている

民間住宅２戸分の借家料であります。次に、１４節工事請負費、歯科診療所機械室等配管

更新工事２６６万９，０００円でありますが、これについては歯科診療所のコンプレッサ

ー操作盤等の更新ということで今回計上したものでございます。その他説明は特にござい

ません。 

 以上で説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。事項別明

細書９７ページから質疑を受けます。９７ページ、９８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ９９ページ、１００ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、３款民生費、１０１ページ、１０２ページについて質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０３ページ、１０４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０５ページ、１０６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０７ページ、１０８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、１０９ページ、１１０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１１ページ、１１２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 次に、４款衛生費、１１３ページから質疑を受けます。１１３

ページ、１１４ページについて質疑ありませんか。 

 ５番、稲見委員。 

〇５番（稲見隆浩君） 保健衛生総務費の１８節、不育治療費助成金についてなのですけ

れども、不育治療というのはどういうことをする治療なのかお教え願えますか。 

〇委員長（中村雅義君） 保健福祉課長。 
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〇保健福祉課長（竹谷浩昌君） この治療については、生まれる前に育ちが少し遅い場合

とか、そういう場合のための治療ということでかかった場合に助成をするということでご

ざいまして、令和元年度の実績、それから２年度では今のところはないということですけ

れども、そのような内容の助成金でございます。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１１３ページ、１１４ページについて質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１５ページ、１１６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１７ページ、１１８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １１９ページ、１２０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２款、３款、４款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで２款、３款、４款に関する質疑を終わります。 

 以上で保健福祉課、診療所所管の質疑を終了します。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時３５分 

再開 午後 １時２３分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 １０款教育費の説明をお願いします。 

 教育次長。 

〇教育次長（内山 渉君） １０款教育費の予算概要についてご説明させていただきます。 

 １０款１項１目教育委員会費、本年度、前年同額の１９０万円でございます。この目に

ついては、教育委員報酬、旅費に関する予算を計上しております。この目については以上

です。 

 次に、２目事務局費、本年度１３３万６，０００円、前年比較２８万２，０００円の減

であります。この目については、教育委員会事務局に係る予算を計上しております。この

目については以上です。 

 次に、３目教育振興費、本年度４，０４１万８，０００円、前年比較２，６８３万６，

０００円の増であります。次のページをお開きください。１２節委託料、英語指導助手派

遣事業委託料５１３万５，０００円ですが、週５日町立各学校へ派遣する費用を計上して

おります。次に、１４節工事請負費、町有住宅改修工事２，３１０万円ですが、現在の朱
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鞠内小学校教員住宅１棟２戸を町有住宅へ用途変更し、山村留学者家族が使用する住宅へ

リフォームを行うものでございます。１８節負担金、補助及び交付金、下から６段目、高

等学校生徒下宿等補助２０４万円ですが、この制度は令和２年度までの時限立法としてお

りましたが、当初の目的である保護者の経済的負担の軽減を図り、修学機会を確保するた

め今後も必要な施策であることや保護者からも継続を望む声が多いことから、補助内容を

変更しないで令和４年度まで延長することとし、令和３年度は１７名分の予算を計上して

おります。次の山村留学推進協議会補助金４３７万円ですが、朱鞠内小学校山村留学推進

協議会の補助金として事務費分５万円、事業費分として４３２万円を計上しております。

事業費の内訳は、事前見学費の交通費助成分として９６万円、面接試験時の交通費助成分

として同額の９６万円、入学時の引っ越しに関する交通等の助成分として２４０万円とな

っております。一番下の段になります。教職員住宅等住み替え移転費用助成金５０万円で

すが、教職員住宅等の建て替え等に伴う入居者に対する移転費用の一部として１件当たり

１０万円を助成するもので、令和３年度は朱鞠内地区と幌加内地区に建設されております

民間賃貸住宅への住み替えに対して５件分を見込み予算計上しております。助成金を１件

当たり１０万円とした理由につきましては、民間賃貸住宅の入居時に負担する手数料など

の一時金の金額を参考に、それを超えない範囲での決定としております。本助成制度につ

いては、教育委員会からのあっせん等によりお願いして移転をしていただける教職員を対

象としており、円滑な教職員住宅や町有住宅などの整備を行うために住み替えを推進する

ことを目的としておりますので、ご理解いただけますようお願いいたします。次に、１９

節扶助費、就学援助費ですが、８名分を見込んでおり、学用品費で４９万９，０００円、

給食費で４３万３，０００円を予算計上しております。この目については以上です。 

 次に、４目学校営繕費、本年度５００万６，０００円、前年比較３７５万３，０００円

の減であります。こちらについては、特別修繕料が皆減となったことによる減額でござい

ます。この目については以上です。 

 次に、２項１目学校管理費、本年度３，０９４万４，０００円、前年比較２，０２２万

８，０００円の減であります。次のページをお願いします。１２節委託料、下から４段目、

ホームページ保守管理業務委託料６６万円ですが、このたび朱鞠内小学校にて山村留学事

業がスタートするに合わせて朱鞠内小学校及び幌加内小学校においてもホームページを整

備し、学校の情報発信を行うこととなりましたので、必要経費を計上するものです。なお、

幌加内中学校においても同様の対応を行うこととして中学校費で同様の予算措置をしてお

りますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。次に、１７節備品購入費、一般備

品購入費の内訳ですが、幌加内小学校関連として職員室及び校長室の椅子１３脚の更新に

３６万２，０００円、パソコン教室のデスク８台と椅子１６脚の更新に７３万５，０００

円、電波法の改正の対応としてハンド型ワイヤレスマイク１台の更新に４万円のほか、事

務備品の更新に３万６，０００円、あと朱鞠内小学校関連としまして刈払い機の更新に５

万８，０００円をそれぞれ行うこととして予算計上をしております。この目については以
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上です。 

 次に、２目教育振興費、本年度７３５万４，０００円、前年比較４６４万９，０００円

の減であります。この目については、小学校からの要望により各教科教材費、備品費の予

算を計上しております。１７節備品購入費、次のページをお願いします。教材用備品購入

費６１３万３，０００円ですが、令和元年度に北海道市町村備考資金組合の防災資機材の

譲渡事業にて取得し、分割償還となった各小学校の教育ＩＣＴ機器購入に係る返済分を予

算計上しております。なお、返済期間は令和２年度から令和５年度の４年間になります。

この目については以上です。 

 次に、３項１目学校管理費、本年度１，７８８万１，０００円、前年比較２，３８３万

９，０００円の減であります。１７節備品購入費、一般備品購入費３４万４，０００円の

内訳ですが、パソコン教室用の椅子１６脚の更新に３１万７，０００円、保健室の冷蔵庫

１台の更新に２万７，０００円をそれぞれ行うこととして予算計上しております。この目

については以上です。 

 次のページお願いいたします。２目教育振興費、本年度７５１万６，０００円、前年比

較２３２万６，０００円の増であります。この目については、中学校からの要望により各

教科教材費、備品費の予算を計上しております。１７節備品購入費、教材用備品購入費４

３０万２，０００円ですが、こちらも令和元年度に北海道市町村備考資金組合の防災資機

材譲渡事業にて取得し、分割償還となりました中学校の教育ＩＣＴ機器購入に係る返済分

を予算計上しております。返済期間は令和２年から令和５年度の４年間になります。次の

教師用教科書指導書購入費２３３万４，０００円ですが、学習指導要領の改訂に伴う教科

書の改訂により教師用教科書及び指導書の更新が必要となったため予算計上しております。

この目については以上です。 

 次に、４項１目高等学校総務費、本年度２，３３２万３，０００円、前年比較２，０５

４万５，０００円の減であります。次のページをお願いします。１７節備品購入費、備品

購入費２８万５，０００円の内訳ですが、電波法改正に対応するため多目的ホールにある

ワイヤレスマイク２台の更新に１０万１，０００円、現在使用している手押し型草刈り機

が老朽化により故障頻度が多くなったため更新することとし、１８万４，０００円、それ

ぞれ購入することとして予算計上しております。この目については以上です。 

 次に、２目教育振興費、本年度１，０４８万６，０００円、前年比較１６４万円の増で

あります。１７節備品購入費、教材用備品購入費２１５万９，０００円の内訳ですが、そ

ば加工室のそばパウンドケーキ及び幌高商店会のベーカリー製品の冷却用の専用棚の購入

に１４万５，０００円、穀物室の老朽化による洗濯機の更新に６万１，０００円、同じく

老朽化による衣類乾燥機及び設置備品の更新に８万円、以上の備品購入のための予算と令

和２年度に北海道市町村備荒資金組合の防災資機材譲渡事業にて取得し、分割償還となっ

た高等学校ＩＣＴ機器購入に係る返済分１８７万３，０００円と合わせて予算計上してお

ります。なお、返済期間は令和３年度から令和６年度の４年間となります。この目につい
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ては以上です。 

 次に、３目寄宿舎費、本年度４，１６９万６，０００円、前年比較５８６万９，０００

円の減であります。次のページお願いします。１２節委託料、調理業務委託料ですが、昨

年から寮での朝、夕食ほか昼食の給食についても調理を委託することとして予算を計上し

ております。委託料の内訳として、月額１０１万１，３３３円の１２か月で年間１，２１

３万６，０００円、こちらが人件費の基本額でございます。その他食材賄い代として年間

１，１２５万７，０００円を見込んでおります。歳入につきましては、１２款の寄宿舎使

用料、１９款の寄宿舎賄い費収入を充当しております。この目については以上です。 

 次に、４目魅力化支援事業費、本年度１，１７６万２，０００円の皆増になってござい

ます。この目は、地域留学推進のための高校魅力化資源事業関係の予算を計上しておりま

す。昨年度は、５月開催の臨時会にて補正予算として地域留学生募集に関する経費を計上

させていただいており、今年度は募集に関する経費に加え、地域留学生を迎えるための経

費について追加して計上させていただいております。まず、１節報酬、会計年度職員報酬

３００万円と３節職員手当、会計年度職員期末手当６５万円及び４節共済費の社会保険料

４６万２，０００円、こちらにつきましては高校魅力化コーディネーターに関する人件費

を計上しております。１０節需用費、消耗品費１０５万８，０００円については、ふるさ

と納税返礼品の商品開発資材分６１万７，０００円と地域留学生に貸与する制服や寝具類

の購入費４４万１，０００円を予算計上しております。次のページお願いします。１２節

委託料、動画作成業務委託料６８万８，０００円につきましては、高校ＰＲ動画の作成を

行うこととして予算計上しております。次の留学生転入転出移転業務委託料３６万８，０

００円については、地域留学生本人が居住地から幌加内町に転入及び転出する際の旅費に

ついても国の補助対象となることから、航空券の発行等について旅行代理店に委託するこ

ととして予算計上しております。１３節使用料及び賃借料、スキー用具類借り上げ料２４

万３，０００円については、冬のスキー授業の際に地域留学生が使用するため業者より借

り上げることとして予算計上をしております。１７節備品購入費、備品購入費３５万１，

０００円については、地域留学生の活動などの動画を処理し、イベント等に活用するため

新たにパソコン１台を購入するものです。１８節負担金、補助及び交付金、動画コンテン

ツ作成負担金５０万円につきましては、内閣府から募集イベントの開催など広報に関して

業務委託されている団体、地域教育魅力化プラットフォームにて募集専用のホームページ

において新たに参加校それぞれに関する動画コンテンツを作成、それを掲載するため必要

となる経費について一部負担を行うものとして予算計上しております。最後の地域留学生

ホームステイ事業助成金４２万円につきましては、地域留学生が寄宿舎平常時の対応とし

まして住民宅などへホームステイ体験を計画しておりまして、現行の寄宿舎平常時生活指

導助成制度と同等の助成を行うこととして予算計上しております。内訳は、１泊当たり３，

０００円として１人当たり３５泊分を見込んでおり、４名分を計上しているところでござ

います。この目については以上です。 
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 次に、５項１目学校給食費、本年度１，４０２万８，０００円、前年比較１，０３７万

７，０００円の減であります。１０節需用費、昼食賄い材料費６０９万５，０００円です

が、本年度についても１食当たりの給食費の価格を据え置き、小学校で２５０円、中学校

で３０４円とし、給食の提供を行ってまいります。次のページをお願いします。１７節備

品購入費、備品購入費９８万５，０００円ですが、厨房で使用するざるを載せる台車の更

新に８万９，０００円、昼食を配送するときに使用する食缶や保温コンテナ及び断熱容器

の更新に７３万４，０００円、清掃衛生器具として業務用スチームクリーナーの購入に１

６万２，０００円、以上を予算計上しております。この目については以上です。 

 次に、６項１目社会教育総務費、本年度５２０万４，０００円、前年比較６４５万７，

０００円の減であります。次のページをお開きください。１８節負担金、補助及び交付金、

真ん中くらいにあります文化連盟活動補助金２１９万円ですが、８団体に対する助成金と

して２９万円、生涯学習フェスティバル事業に１０万円、映画上映などの芸術鑑賞会とし

て６０万円、芸術作品の鑑賞会に１０万円、著名人などの講演会に１１０万円を予算計上

しております。この目については以上です。 

 次に、２目公民館費、本年度３億２，１６３万１，０００円、前年比較２億９，９７１

万８，０００円の増であります。１０節需用費、特別修繕料１１９万８，０００円ですが、

後ほど１４節の工事請負費でも説明させていただきます朱鞠内コミュニティセンター等耐

震改修工事の一環としてコミセン２階の和室及び集会室のカーテンの取付け修理を行うこ

ととしており、必要経費を予算計上しております。１２節委託料、一番下にあります耐震

改修工事実施設計業務委託料５７３万１，０００円ですが、中央公民館における耐震改修

工事実施に向けた設計業務委託を行うこととして予算計上しております。次のページお開

きください。１４節工事請負費、朱鞠内コミュニティセンター等耐震改修工事２億９，１

１４万８，０００円ですが、耐震不足を解消するための改修及び住民要望によるエレベー

ター設置や内装等の改修を行うこととして予算計上しております。なお、財源としまして

は辺地債を予定しているところでございます。１７節備品購入費、備品購入費２７４万８，

０００円ですが、各地区からの要望としまして、まず朱鞠内コミセンの椅子１８０脚の更

新一式２１５万８，０００円、同じく朱鞠内コミセンの電気ポット１台の更新１万２，０

００円、母子里コミセンの掃除機１台の更新として２万円、朱鞠内コミセン等の耐震改修

工事に伴う移動式簡易スロープの購入代として３万円、電波法改正に対応するため政和コ

ミセンのワイヤレスマイクの更新２１万１，０００円と町民研修センターの住民研修室及

び大講堂にあるワイヤレスマイクの更新に３１万７，０００円について予算計上しており

ます。１８節負担金、補助及び交付金、分館施設設備補助金の内訳ですが、自治区要望で

東栄会館の外壁塗装の補助金として４４万６，０００円、そのほか通常分として３０万円

を計上しております。この補助金の補助率ですが、２分の１となっているところでござい

ます。この目については以上です。 

 次に、３目生涯学習センター費、本年度３，２２０万７，０００円、前年比較３，０１
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２万８，０００円の減になります。次のページをお願いいたします。１７節備品購入費、

ＤＶＤ購入費６９万３，０００円ですが、利用者のアンケートなどにより３５本分の購入

費として予算計上しております。生涯学習センター備品購入費３１万７，０００円ですが、

電波法改正に対応するための移動式音響無線機のワイヤレスマイクと音楽交流室用のワイ

ヤレスマイクの更新を行うため予算計上しております。図書購入費ですが、学校からの要

望やアンケートを基に一般用として５３０冊、児童生徒用として３５０冊を購入すること

として予算計上しております。この目については以上です。 

 次に、７項１目保健体育総務費、本年度３７４万１，０００円、前年比較９万６，００

０円の増であります。１８節負担金、補助及び交付金、スポーツ協会活動補助金７７万８，

０００円の内訳ですが、１３団体ありますが、１３団体への活動助成として５６万２，０

００円、各種大会開催分への助成として２１万６，０００円を支出することとして予算計

上しております。この目については以上です。 

 次に、２目体育施設費、本年度５，４９２万７，０００円、前年比較２，９５０万５，

０００円の減であります。１０節需用費、次のページお願いします。特別修繕料２，１０

６万５，０００円の内訳ですが、ほろたちスキー場のリフトの座面の取替え改修に１６７

万４，０００円、保安機器の交換に３４９万８，０００円、ワイヤーロープの交換９９０

万円に併せスキー場の圧雪車のオーバーホールなどの費用３６５万８，０００円を整備計

画に基づき実施するほか、老朽化により破損しております朱鞠内プールの屋上シートの工

事に７５万１，０００円、電気保安点検のときに漏電のおそれがあるとされた山村広場の

照明灯監視盤の改修工事に１５８万４，０００円の６件を予算計上しているところでござ

います。次に、１４節工事請負費、ほろたちスキー場ロッジ床改修工事１９１万４，００

０円ですが、ロッジのラウンジ部分の床シートの傷みが激しいので、張り替え工事を行う

こととし、予算を計上しております。１７節備品購入費、公用車購入費１１９万円ですが、

スキー場のスノーモービルを老朽化により更新することとし、予算計上しております。１

８節負担金、補助及び交付金、ほろたちスキー場管理運営補助金２，２００万円ですが、

令和元年７月から令和６年６月までの５年間、指定管理契約により旭川市の株式会社ダン

ケジャパンと契約をしているところでございます。本年度においても経営努力に努め、安

全運行について指導してまいります。この目については以上です。 

 次に、８項１目生活改善センター管理費、本年度４１３万３，０００円、前年比較１２

７万１，０００円の増であります。１２節委託料、次のページをお願いします。外壁アス

ベスト含有調査業務委託料１４２万７，０００円ですが、沼牛生活改善センター分１４万

円と中央生活改善センター分１２８万７，０００円の２か所の計上になります。沼牛生活

改善センター分については、今後の修繕に向けた参考としての調査であり、中央生活改善

センター分につきましては現在使用していただいているそば道場が本年５月に生涯学習セ

ンターへ移設することが予定されております。その後の中央生活改善センターについては

建築年数が５０年を超え老朽化が進んでおりますので、取り壊すこととして計画している
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ところです。今回は、解体費用の積算に必要なため外壁にアスベストが含有していないか

調査を行うこととして予算計上しております。この目については以上です。 

 以上、１０款教育費の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１５５ページから質疑

を受けます。１０款教育費、１５５ページ、１５６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５７ページ、１５８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １５９ページ、１６０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６１ページ、１６２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６３ページ、１６４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６５ページ、１６６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６７ページ、１６８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６９ページ、１７０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７１ページ、１７２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７３ページ、１７４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７５ページ、１７６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７７ページ、１７８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １７９ページ、１８０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １８１ページ、１８２ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １０款教育費全般について質疑ありませんか。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） 額は小さいのですけれども、お聞きしたいのですけれども、テレ

ビの視聴料の関係なのですけれども、これはＮＨＫの関係だと思うのですけれども、高等
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学校総務費で３万３，０００円、寄宿舎費で３万７，０００円、学校給食費で１万５，０

００円、公民館費で７万３，０００円、生涯学習センター費で５万１，０００円、生活改

善センター管理費で１万５，０００円、どうやっても割り切ったりできないのですけれど

も、それと高校にはあって、小学校、中学校には視聴料は発生しないのか、またテレビが

ないのかお聞かせ願いたいと思います。 

〇委員長（中村雅義君） 教育次長。 

〇教育次長（内山 渉君） 単純に割り切れない理由としては、２台目以降割引になった

りしているものがありまして、単純には割り切れないというのが現状でございます。小学

校、中学校で見ていないのが、すみません、改めて調べてご連絡させていただきたいと思

います。 

〇委員長（中村雅義君） そのほか１０款教育費全般について質疑ありませんか。 

 ６番、蔵前委員。 

〇６番（蔵前文彦君） ＧＩＧＡスクール構想に関してお聞きしたいと思います。 

 先日教育長の執行方針の中で触れられたと思うのですけれども、導入作業が間もなく完

了するということだったのですけれども、現在の進捗状況と、あとこれから導入後どのよ

うな形で進めていくのか、分かる範囲で教えていただきたいと思います。 

〇委員長（中村雅義君） 学務課長。 

〇学務課長（柏原 潤君） 現在の進捗状況でありますが、まずタブレット、１人１台端

末なのですけれども、３月２２日の週に納まる予定になっております。ＧＩＧＡスクール

サポーターというものも設置しまして、業者のほうに委託しているのですが、そちらのほ

うに各学校での機械の運用方法とか、その辺のサポート、ルールづくり、この辺を随時お

願いしているところで、一応３月末には一通り完了することになっておりまして、実質新

年度からの実働ということになってまいります。この先、先生方のほうは急な導入という

感じになっておりますので、混乱を招くのではないかなと思いますので、その点業者等に

も協力を仰ぎながらうまく回っていくように対応していきたいなというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） もう一点お伺いしたいのですけれども、今年度から高校に留学生

が来ると思うのですけれども、やはり来た場合、幌加内の魅力を、いいところを持って帰

っていただきたいと私は思うのです。それで、学校だけに任せておいていいのかというこ

とがあるのですけれども、その留学生、町外から来ている高校生も含めて、幌加内の魅力

を何か町として発信していくような気持ちはあるのかないのかをお聞かせ願いたいのです

けれども。 

〇委員長（中村雅義君） 教育次長。 
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〇教育次長（内山 渉君） 高校魅力化支援事業につきましては、役場も含めまして協議

会を立ち上げさせていただいているところでございます。そちらのほうで、幌加内町にせ

っかく来られている留学生の方々、生徒の方々、それも含めまして幌加内町の魅力を伝え

ていくような、そういったイベントやそういったものも考えていきたいなと考えていると

ころでございます。 

〇委員長（中村雅義君） １０款教育費全般について。 

 ９番、小川委員。 

〇９番（小川雅昭君） １つお聞きしたいと思います。 

 政和、添牛内、朱鞠内、母子里のコミセンにＷi―Ｆi環境を整えるというような気はご

ざいませんか。各災害時の避難場所として指定されており、若い人たちからも強い要望が

あり、また地元の人ばかりなく、通行途中の人たちも避難する可能性もあるので、私は整

えていく必要があるのでないかなと思いますが、いかがでしょう。 

〇委員長（中村雅義君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） お答えします。 

 これは、町全体の公共施設にも言えるかと思います。まだ私の頭の中だけなのですけれ

ども、今回コロナ対策交付金で三次補正いただいたのですけれども、他市町村の事例を見

ますと、各避難所だとか、そういったところにコロナ対策で情報を取得するためにＷi―

Ｆi整備の確立をするというような、そういった自治体もあるようでございます。そうい

った事例も参考にしながら、私自身はこの際進めたいかなという気はしているところでご

ざいます。 

〇委員長（中村雅義君） そのほかに１０款教育費について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） これで１０款に関する質疑を終わります。 

 以上で教育委員会所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時０４分 

 

〇委員長（中村雅義君） 休憩を閉じて審査を続けます。 

 これから一般会計歳入の審査に入ります。 

 説明をお願いします。 

 総務課長。 

〇総務課長（村上雅之君） それでは、歳入を説明させていただきます。 

 予算書の１０ページ、１１ページをお願いいたします。１款町税でありますけれども、

町民税、１目個人でありますが、本年度予算で８，５９５万９，０００円、対前年度で１
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２万４，０００円の減となっております。過去３か年の平均により課税標準を作成してお

りますので、３１年度、令和元年度におきまして、また令和２年度農業所得の減が要因で

あります。 

 ２目の法人でありますが、本年度予算で８６８万９，０００円、対前年度で６９万６，

０００円の増額となっております。業者数の４４社は変わりませんけれども、これも３か

年平均により積算をしております。 

 続きまして、２項固定資産税になります。本年度予算額６，８３２万９，０００円で、

対前年度で２５９万５，０００円の増額となっております。家屋及び償却資産分で新築等

の増額評価により増額となっているものであります。 

 ２目の国有資産等所在市町村交付金ですが、本年度予算額４７５万４，０００円、対前

年度で７，０００円の減額となっております。家屋の減価償却による減でございます。 

 続きまして、３項の軽自動車税になります。本年度予算額５００万２，０００円で、対

前年度で１４万円の増額となっております。これにつきましては、種別割と環境性能割分

が別様になりまして、令和２年度の実績をベースに積算をしております。 

 次のページをお願いいたします。１２ページ、１３ページになります。４項たばこ税で

すが、本年度予算額５３２万４，０００円で、対前年度４０万７，０００円の増額となっ

ております。令和２年度の実績に基づきまして、９５％で積算しているものであります。 

 次に、５項の入湯税でありますが、本年度予算額１９５万３，０００円で、対前年度６

８万３，０００円の増額となっております。おととしからは、工事による閉館、さらに昨

年度はコロナ禍による外出自粛などがありましたけれども、昨年４月にリニューアルオー

プンをいたしました。それを考慮いたしまして、平成３０年の実績を基に２３％の増で積

算をして増額となっております。 

 次のページをお願いいたします。１４ページ、１５ページになります。２款地方譲与税、

１項１目の地方揮発油譲与税から、ずっと飛びまして３２ページ、３３ページ、１１款の

分担金及び負担金につきましては、昨日の副町長の概要説明と同様ですので、説明につい

ては省略させていただきたいと思います。 

 続きまして、もう一枚めくっていただきまして、３４ページ、３５ページをお願いいた

します。１２款の使用料及び手数料になります。最初に、１項の使用料であります。１目

総務使用料ですが、本年度予算額８０７万円で、対前年度で９５万５，０００円の減額と

なっております。光情報通信設備使用料、これにつきましては各家庭における光インター

ネットの回線をつないだ場合の本町の光ケーブルの使用料を徴収しているものであります。

その分で戸数の減少及び実績に歳入で９０％で試算しているものであります。それにより、

４６万４，０００円が減額となっております。また、一番下のほろみん号の使用料で過去

実績により算出した結果、こちらも４６万円の減額となったものであります。 

 ２目につきましては特に説明はございません。 

 ３目の衛生使用料であります。本年度予算９，２８０万７，０００円で、対前年度で２
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０９万９，０００円の減額となっております。幌加内診療所及び幌加内歯科診療所に係る

診療報酬使用料を過去の実績に合わせて減額で見ているものであります。 

 続きましての４目、５目につきましては特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。６目土木使用料でございますが、本年度予算で４，２

５１万４，０００円、対前年度で３１４万８，０００円の減額となっております。ここに

つきましては、住宅使用料を実績に合わせて減額したものであります。 

 続きまして、７目の教育使用料ですが、これにつきましては予算額で９１万５，０００

円、昨年度対比で１万８，０００円の減額となっておりますけれども、幌加内高等学校の

生徒の減少による寄宿舎の使用料での減額を見ております。 

 ２項手数料ですが、本年度の予算額２，０７８万１，０００円で、対前年度５４５万９，

０００円の増額となっております。１目の総務手数料で９４万６，０００円、昨年から１

９万３，０００円の減額となっておりますけれども、こちらにつきましては戸籍等の証明

手数料の実績でその分を減額しているものであります。 

 ２目の衛生手数料で本年度予算額１，７９９万９，０００円で、対前年度５３７万４，

０００円の増額となっております。ここにつきましては、幌加内診療所の手数料でワクチ

ン接種分５１０万円ほどを増額しております。また、一般廃棄物の処理手数料で６０万８，

０００円の増を見込んでいるものであります。 

 その他３目、次のページをお願いいたします。４目の教育手数料につきましては特に説

明はございません。 

 次のページをお願いいたします。１３款国庫支出金になります。本年度予算額２億８，

９４４万９，０００円で、対前年度５，６５８万２，０００円の減額となっております。

１目の民生費国庫負担金でありますが、予算で５，４１１万７，０００円、１５３万６，

０００円の減額となっております。これにつきましては、１節にあります介護給付訓練等

給付費負担金で１１２万５，０００円の増額、３節の保育所運営費負担金で２１１万５，

０００円の減額になっているものであります。 

 ２目農林水産業費国庫負担金につきましては特に説明はございません。 

 ３目衛生費国庫負担金でありますが、これにつきましては新型コロナウイルスワクチン

接種対策費国庫負担金の皆増となっているものであります。 

 続きまして、２項の国庫補助金になります。予算額で２億２，７４５万１，０００円、

対前年比で６，０９５万９，０００円の減額であります。ここにつきましては、１目民生

費の国庫補助金で子育て支援の対策事業費補助金で６７万１，０００円の減額であります。 

 次のページをお開きください。２目の衛生費国庫補助金のところで、ここの本年度予算

額３，６２７万８，０００円で、対前年比９，４８０万１，０００円の減でありますけれ

ども、ここにつきましては１節にあります新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

補助金、この分が皆増、２節のほうにあります循環型社会形成推進交付金、これは最終処

分場の整備事業になりますけれども、こちらのほうで１億１０４万３，０００円が減額と
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なっているものであります。 

 続きまして、３目土木費国庫補助金でありますが、予算額で１億８，０１８万１，００

０円、対前年度２，６６４万７，０００円の増額となっております。これにつきましては、

社会資本整備総合交付金で橋の長寿命化、道路改良、公住等の解体事業で１，６４４万６，

０００円の減額、道路メンテナンス事業の補助金につきましては橋梁の長寿命化、修繕等

で４，３０９万３，０００円の皆増となっているものであります。 

 ４目教育費国庫補助金でありますけれども、本年度予算額９３２万４，０００円に対し

まして、前年度対比で７４３万５，０００円の増額となっております。これにつきまして

は、高等学校の高校魅力化支援事業、地方創生支援事業費補助金が９２８万８，０００円

皆増になっているものであります。 

 ５目の総務費国庫補助金になります。予算額で５２万３，０００円で、対前年度４２万

３，０００円の増となっております。ここにつきましては、個人番号カードの交付事業費

の補助金、これの増額をここで見ているものであります。 

 続きまして、３項の国庫委託金になります。予算額１２０万５，０００円で、対前年度

７０万４，０００円の減額であります。２目の民生費委託金で国民年金事務費委託金、こ

ちらで２４万５，０００円の減額、１つ飛んでいただいて、年金生活者支援給付金業務市

町村事務取扱交付金のほうで４６万円の減額を見ているものであります。 

 次のページをお願いいたします。道支出金になります。本年度予算額２億１，４４７万

８，０００円で、対前年度１，０７１万円の増額となっております。１項１目で民生費道

負担金、こちらのほうの予算額３，４１２万６，０００円で、対前年度８７万９，０００

円の減額となっております。こちらにつきましては、１節の介護給付訓練等給付費負担金

で５６万２，０００円の増額、４節の保育所運営費負担金で１０８万９，０００円の減額、

５節の児童手当負担金で１８万２，０００円の減額となります。７節の国民健康保険基盤

安定事業負担金のところで２９万４，０００円の減額、１０節の低所得者保険料軽減負担

金、こちらで１７万円の増額が主な要因となっております。 

 次の２項道補助金になります。１目の民生費道補助金で今年度予算額５５９万７，００

０円で、対前年度４１万７，０００円の減額。次のページをお願いいたします。４６ペー

ジ、４７ページになります。上から順番に重度心身障害者医療費補助金、乳幼児等医療事

務費補助金、乳幼児等医療費補助金、１つ飛んでいただいて、ひとり親家庭等医療費補助

金、それから３つほど飛んでいただいて、低所得者利用者負担減免措置補助金、それから

もう一つ飛んでいただいて、地域医療介護総合確保基金介護人材確保対策補助金でそれぞ

れ減額になっております。戻っていただき、地域生活支援事業補助金及び子育て支援対策

事業費補助金については増額を見込んでいるものであります。 

 ２目の衛生費道補助金については特に説明するところはございません。 

 ３目農林水産業費道補助金でありますが、本年度予算額１億５，６７０万１，０００円

で、対前年度１，１０４万８，０００円の増額となっております。環境保全型の農業直接
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支払対策事業補助金で１１１万円の減額。次のページをお願いいたします。２行目にあり

ます食料供給基盤強化特別対策事業補助金で３３５万円の増額、その下の多面的機能支払

交付金で３５６万１，０００円の増額、さらに下にあります農業経営高度化促進事業補助

金で６６９万７，０００円の増加が主な要因であります。２節にあります森林環境保全整

備事業補助金につきましては１５５万１，０００円の減額となっているものであります。 

 続きまして、４目であります総務費補助金でありますが、こちらにつきましては中間サ

ーバ・プラットフォーム交付金で１４８万８，０００円の減額、地域づくり総合交付金、

防災の関係で５０万円が皆増となっております。なお、こちらには昨年ハザードマップの

作成業務補助がありましたけれども、その分は皆減となっているものであります。 

 続きまして、５目につきましては特に説明するものはございません。 

 ３項の道委託金になります。１目の総務費委託金で本年度予算額７８７万５，０００円

で、対前年度２８５万円の増額となっておりますけれども、こちらにつきましては衆議院

議員の選挙事務委託金が皆増になっているものが主な要因であります。なお、昨年度この

目にありました国勢調査につきましては昨年度で終了しておりますので、その分が皆減と

なっているものであります。 

 その他このページ及び次のページの５０ページ、５１ページにつきましても特に説明す

るものはございません。 

 ５２ページ、５３ページをお願いいたします。１５款の財産収入になります。本年度予

算３，０７６万円で、対前年度１，６４１万４，０００円の増額となっております。要因

といたしましては、１目の財産貸付収入で６５万５，０００円の減額、これにつきまして

は各貸付物の実績に合わせた減額を見ているものであります。 

 ２目の利子及び配当金につきましては、積立て基金の減額等による利子配当の減額でご

ざいます。 

 次のページをお願いいたします。５４ページ、５５ページになります。２項の１目、２

目につきましては特に説明するものはございません。 

 ３目の生産物売払収入でありますが、今年度の予算額２，１０５万３，０００円で、対

前年度で１，７９０万７，０００円の増額となっております。これにつきましては、バー

ク堆肥の売払いで１８万円の増を見ております。同じく４行目にあります竹木の売払収入、

こちらのほうで今年度皆伐予定のほろたちスキー場裏側、こちらの立木の売払収入で１，

７７３万円を見込んでの増となっているものであります。 

 次のページをお願いいたします。１６款寄附金になります。１目については特に説明は

ございません。 

 ２目使途指定寄附金でありますが、本年度予算額４，５００万１，０００円で、対前年

度２，０００万円の増額となっております。ふるさと納税のところで実績及び目標設定に

基づき金額の増を見込んでおります。 

 次のページをお願いいたします。繰入金でありますが、この分につきましては本年度予
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算額が４億８，１０４万９，０００円ということで、対前年度で５，２９２万１，０００

円となっております。ここにつきましては、減債基金で５，７１９万６，０００円の増額。

なお、こちらでは公共施設等の整備基金、こちらで３，２３０万円の増額、昨年度ありま

した森林環境譲与税基金の５４１万５，０００円につきましては皆減となっているのが要

因であります。 

 次のページをお願いいたします。６０ページ、６１ページになります。１８款の繰越金

になります。ここにつきましては、特に説明するものはございません。 

 次のページ、６２ページ、６３ページをお願いいたします。諸収入ですが、本年度予算

額６，４０６万８，０００円で、対前年度２６１万９，０００円の増額となっております。

このページ及び次のページを飛ばしていただき、６６、６７ページをお願いいたします。

８節のところの通所介護給付費で、こちらのほうで２９２万５，０００円の増額となって

いるものが大きな要因であります。その他特に説明するものはございません。 

 次のページ、６８ページ、６９ページをお願いいたします。２０款の町債であります。

本年度の予算額で７億６，４００万円で、対前年度１億３，８００万円の増額となってお

ります。主な要因でありますけれども、１目総務債では集落整備事業債で１１０万円の増

額、道営林業生産基盤整備道開設事業債で５８０万円の増額。なお、昨年ここにありまし

た公共交通整備運営事業債１，０００万円は皆減しています。 

 続きまして、２目の民生債のところでありますけれども、こちらにつきましては生活環

境安全対策事業債のところで８１０万円の減額、子育て支援対策事業債で５０万円の減額

となっているものであります。 

 ３目衛生費でありますが、こちらでは一般廃棄物処理場の整備事業債で８，０７０万円

の増額となっております。 

 ４目の農林水産業債でありますが、昨年ここにありました色彩選別機整備事業債の７，

２３０万円は皆減となっております。道営幌加内中部地区経営体育成基盤整備事業債で４

１０万円の減額となっております。 

 ５目商工債になります。既存のプレミアム付商品券発行事業債につきましては１００万

円の増額を見ております。政和温泉周辺観光整備事業債の４９０万円については皆増にな

っております。昨年ここにありました朱鞠内湖畔の周辺観光整備事業債については皆減と

なっております。 

 次に、６目土木債になります。こちらでは、橋梁補修事業債で１，３３０万円の増額と

なっております。また、次の河川改修事業債、こちらのほうでは１，５５０万円が皆増と

なっております。その下の町道側溝整備事業債も皆増となっております。その下、下幌加

内線道路改良事業債につきましては１，７８０万円の増額となっております。 

 次のページをお願いいたします。７０ページ、７１ページになります。７目消防債であ

りますが、昨年度は士別地方消防事務組合への移管に伴います負担金債がありましたけれ

ども、今年度はその２，３９０万円が減額となっております。さらに、道の総合行政情報



 - 62 - 

ネットワーク整備事業債３６０万円もございましたが、今年度は皆減となっているもので

あります。 

 ８目教育債でありますが、昨年度は町民プールの建設事業、それからスクールバスの購

入事業債がありましたが、２つとも皆減となっております。今年度につきましては、スキ

ー場の改修事業に２７０万円の増額、中央公民館の耐震改修事業債で５４０万円の皆増、

それから朱鞠内コミュニティセンター等耐震改修事業債で２億７，６５０万円が皆増とな

っているものであります。 

 ９目の臨時財政対策債につきましては、３，０００万円が増額となっているものであり

ます。 

 まとめますと、過疎債で１３件、１億３，２７０万円、辺地債で２件、３億３，７９０

万円、一般廃棄物の事業債で１件、１億９，７９０万円、臨時財政対策債で１件、８，０

００万円、河川等の浚渫事業債１件で１，５５０万円となっているものであります。詳細

につきましては、予算書の６ページの第３表、地方債に載せておりますので、後ほどお目

通しをお願いしたいと思います。 

 以上で一般会計歳入の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（中村雅義君） 説明が終わりましたので、事項別明細書、歳入、１０ページか

ら質疑をお受けします。１０ページ、１１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １２ページ、１３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １４ページ、１５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １６ページ、１７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） １８ページ、１９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２０ページ、２１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２２ページ、２３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２４ページ、２５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２６ページ、２７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ２８ページ、２９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 



 - 63 - 

〇委員長（中村雅義君） ３０ページ、３１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３２ページ、３３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３４ページ、３５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３６ページ、３７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ３８ページ、３９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４０ページ、４１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４２ページ、４３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４４ページ、４５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４６ページ、４７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ４８ページ、４９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５０ページ、５１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５２ページ、５３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５４ページ、５５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５６ページ、５７ページについて質疑ありませんか。 

 ３番、中南委員。 

〇３番（中南裕行君） ふるさと納税寄附金についてお伺いしたいのですけれども、昨日

も私聞いたところでございますけれども、謝品で２，５００万円見ていると。送料を交え

て５０％までが合法で、それ以上になれば駄目だというふうに答えがあったと思うのです

けれども、このままで予算書を見ると５０％を超しているのですけれども、こういう予算

書でいいものかどうかお伺いしたいのですけれども。ここでは、やはり５，０００万円見

るのでしたら５，０００万円というふうに見るべきではないかと私は思うのですけれども。 

〇委員長（中村雅義君） 副町長。 

〇副町長（大野克彦君） ふるさと納税の歳入と歳出の予算の関係なのですけれども、委
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員のおっしゃるとおり歳出については５，０００万円ということで支出の経費を組んでお

りますけれども、歳入については予算割れしないようにということで少なめに見ておりま

す。決算上はとんとんになるのですけれども、予算に関してはあくまでも歳入歳出は少な

めに見るというのを原則で行っておりますので、少なく見ているということであります。 

 以上です。 

〇委員長（中村雅義君） ５６ページ、５７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ５８ページ、５９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６０ページ、６１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６２ページ、６３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６４ページ、６５ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６６ページ、６７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ６８ページ、６９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） ７０ページ、７１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 歳入全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって一般会計の質疑を終わります。 

 

    ◎延会の議決 

〇委員長（中村雅義君） 委員の皆様にお諮りします。 

 本日の委員会をこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 

    ◎延会の宣告 

〇委員長（中村雅義君） これで本日の委員会を閉じます。 

延会 午後 ２時３９分 


